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栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ 手作りふりかけ

材料（8人分）
チリメンジャコまた
は小

こ う な ご

女子20㌘、かつ
お節10㌘、塩コンブ4
㌘、しょうゆ・みりん・
酢各小さじ2、砂糖10
㌘、白ゴマ小さじ1
作り方　①鍋または
フライパンにしょう
ゆ、みりん、酢、砂糖を入れ煮溶かす　②チリメンジャ
コまたは小女子と塩コンブを①の鍋に入れる　③かつ
お節を少しずつ入れ、汁気が無くなるまでいる　④白
ゴマを振り入れる
栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　だしを取った後のかつお節などの再利用で作ること
ができます。骨ごと食べられる小魚でカルシウムの補
給になり、昆布やかつお節で自然のうまみもたっぷり
です。たくさん作って常備食として保存することもで
き、食事もおいしくすすみます。
1人当たりの栄養価　23㌔㌍　カルシウム21㍉㌘

手作りふりかけ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

献
血
に
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

　
市
役
所
で
献
血
を
実
施
す
る
の
で
、

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
24
日
㈪
　
午
前
10
時
〜
11
時

45
分
、
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
4

白
井
市
健
康
づ
く
り
推

進
協
議
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す

　
市
で
は
総
合
的
な
保
健
計
画
の
策

定
や
進
捗
な
ど
に
関
す
る
事
項
お
よ

び
市
が
実
施
す
る
各
種
健
康
診
断
や

健
康
相
談
、
保
健
栄
養
指
導
、
そ
の

ほ
か
市
民
の
健
康
増
進
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
調
査
審
議
の
た
め
、
白

井
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た

に
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

で
、
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
に
興
味

の
あ
る
人
　
1
人

任
期
　
〜
平
成
27
年
3
月
31
日
（
2

年
間
）

報
酬
　
会
議
1
回
　
6
、
6
0
0
円

※
会
議
は
年
1
回
、
平
日
の
昼
間
に

開
催
し
ま
す
。

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
健
康
課
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、17
日
㈪（
必

着
）
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
直
接
健
康

課
課
健
康
づ
く
り
班
☎
（
4
9
7
）

3
4
9
4
へ

マ
タ
ニ
テ
ィ
&
ベ
ビ
ー
サ

ロ
ン
・
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ

　
生
後
6
カ
月
ま
で
の
子
を
持
つ
マ

マ
や
妊
婦
さ
ん
が
気
軽
に
お
し
ゃ
べ

り
で
き
る
場
で
す
。
友
達
づ
く
り
に

来
ま
せ
ん
か
。

　
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
紹
介
や
親
子

遊
び
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
妊
婦
、
生
後
6
カ
月
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者

問
　
健
康
課
母
子
保
健
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5

マ
マ
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
ま
せ
ん
か

　
食
事
や
買
い
物
、
掃
除
、
洗
濯
な

ど
家
事
に
関
す
る
手
助
け
の
ほ
か
、

授
乳
や
お
む
つ
交
換
の
仕
方
な
ど
育

児
に
関
す
る
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
も

受
け
付
け
ま
す
。

　
育
児
経
験
が
あ
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
、
看
護
師
、
保
育
士
の
い
ず
れ

か
の
資
格
を
持
っ
た
ヘ
ル
パ
ー
が
訪

問
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
利
用
で

き
ま
す
。

　
里
帰
り
を
し
出
産
を
予
定
し
て
い

る
人
で
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す

る
人
や
切
迫
早
産
な
ど
で
体
調
が
悪

い
人
は
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
で
産
後
の
家
事
や

育
児
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な

い
産
後
8
週
間
ま
で
の
人

※
母
親
の
体
調
が
悪
い
場
合
な
ど
は
、

そ
れ
以
降
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

利
用
回
数
・
利
用
時
間
　
1
日
1
回

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
の
間

で
1
〜
4
時
間
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

利
用
料
金

1
時
間
当
た
り
5
0
0

円※
生
活
保
護
世
帯
や
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
人
が
利
用
す
る
場
合

は
、
利
用
料
金
を
免
除
し
ま
す
。

申
・
問

　
出
産
予
定
日
の
1
カ
月
前

ま
で
に
電
話
で
児
童
家
庭
課
児
童
家

庭
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
7
へ

　市では児童手当の現況届を対象者へ6月上旬
に郵送しますので、必要事項を記入の上、必要
書類を添えて提出してください。
　現況届は平成24年中の所得および6月1日の
現況を市が把握することで、引き続き受給要件
に該当するかを確認するための書類です。なお、
児童手当の支給にかかる、扶養親族等の数ごと
の所得制限限度額は右上表のとおりです。
　児童手当は6・10・2月の年3回支給します。
　現況届を提出しなかった場合は、6月分以降
の児童手当が支給できなくなりますので、注意
してください。
【児童手当制度とは】
　中学校修了前の子どもを養育している保護
者などに対して、手当を支給する制度です。
手当の月額については右下表のとおりです。
【臨時受付窓口を開設します】
　23日㈰の午前9時から午後5時まで、児童家庭
課の窓口で現況届を提出することができます。
■申・■問　30日㈰までに郵送か直接児童家庭課
児童家庭班☎（497）3487へ
※23日㈰以外の土・日曜日は、窓口での提出
はできません。

児童手当の継続受給には

現況届の提出が必要です
所得制限額

扶養親族などの数 所得制限限度額
0人 622万円
1人 660万円
2人 698万円
3人 736万円
4人 774万円
5人 812万円

6人以上

5人を超えた1人に
つき38万円（扶養
親族等が老人控除
対象配偶者または
老人扶養親族であ
るときは44万円）
を加算した額

　市では職員の育児休業の取得に伴い
任期付職員（看護師）を募集します。
募集要件　看護師資格を有し、昭和43
年4月2日以降に生まれた人　1人
任期　平成25年8月1日～平成28年3月
31日
※勤務期間は変更する場合があります。
勤務場所　南山保育園
■申・■問　所定の応募書（総務課または
市ホームページにあります）に必要事項
を記入の上、3日㈪から21日㈮までに履
歴書、看護師資格証の写しを添えて郵送
か直接総務課人事班　内線3314・5へ

任期付職員（看護師）を
募集します

家
庭
的
保
育
者
（
保
育

マ
マ
）
を
新
た
に
1
人

認
定
し
ま
し
た

　
市
で
は
家
庭
的
な
環
境
で
の
保
育

の
ニ
ー
ズ
と
、
保
育
園
の
待
機
児
童

を
減
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
家
庭
的

な
環
境
（
保
育
者
自
宅
）
で
児
童
を

預
か
る
家
庭
的
保
育
事
業
を
平
成
23

年
10
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
5
月
1
日
か
ら
新
た
に
宮

田
清
美
さ
ん
（
冨
士
地
区
）
を
保
育

マ
マ
と
し
て
認
定
し
、
現
在
市
内
4

カ
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
的
保
育
の
利
用
方
法
を
知
り

た
い
人
や
保
育
所
に
空
き
が
な
く
待

機
し
て
い
る
人
な
ど
で
詳
細
に
つ
い

て
知
り
た
い
人
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

【
家
庭
的
保
育
と
は
】

　
市
長
が
認
定
し
た
保
育
マ
マ
が
、

市
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、
生
後
6

カ
月
か
ら
3
歳
未
満
（
満
3
歳
に
な

っ
た
年
度
の
終
了
ま
で
の
期
間
）
の

児
童
を
対
象
に
、
保
育
マ
マ
の
自
宅

内
で
保
育
マ
マ
1
人
あ
た
り
1
〜
2

人
の
児
童
を
保
育
し
ま
す
。

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

●
自
宅
以
外
で
働
い
て
い
る

●
自
宅
に
は
い
る
が
、
子
ど
も
と
離

れ
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

●
親
が
死
亡
、
行
方
不
明
な
ど
の
理

由
に
よ
り
い
な
い

●
出
産
の
前
後
や
病
気
、
負
傷
、
心

身
の
障
害
な
ど
で
、
そ
の
児
童
の
保

育
が
で
き
な
い

●
そ
の
児
童
の
家
庭
に
、
病
人
や
障

害
の
あ
る
人
が
い
る
た
め
、
親
が
そ

の
看
護
に
あ
た
る
た
め
に
、
児
童
の

保
育
が
で
き
な
い

●
火
災
や
風
水
害
、
地
震
な
ど
に
よ

り
、
家
屋
を
失
っ
た
り
破
損
し
た
り

し
た
た
め
、
そ
の
復
旧
の
間
、
児
童

の
保
育
が
で
き
な
い

保
育
時
間
　
平
日
　
午
前
8
時
〜
午
後

6
時
、
土
曜
日
　
午
前
8
時
〜
正
午

※
時
間
外
保
育
に
つ
い
て
は
、
保
育

マ
マ
と
保
護
者
で
決
定
し
ま
す
。

保
育
料
　
白
井
市
保
育
料
徴
収
基
準

額
表
（
19
階
層
）
に
よ
る

※
階
層
は
保
護
者
の
税
額
に
よ
り
決

ま
り
ま
す
。

問

児
童
家
庭
課
保
育
班
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
8
8

母子保健推進委員を
委嘱しました

　母子保健推進員は、白井
市で生まれた赤ちゃんが
住む全ての家を訪問（おめ
でとう訪問）したり、ふる
さとまつりやマタニティ
＆ベビーサロン「いっぽ
いっぽ」などで親子の触れ
合いの大切さを伝える活
動を行っています。
　今回委嘱した30人の母子保健推進員の皆さんは下記
のとおりです。 　（敬称略）
【白井中学校区】　伊藤真由美、古山芳江、齊藤美由紀
【大山口中学校区】　飯田文子、五十嵐恵子、石川康子、
伊藤裕子、井上久子、榎本久美、宮崎一代、最上洋子、
森内由紀、渡部美恵子
【南山中学校区】　石川綾子、柿畑レイ子、佐藤麻衣子、
高橋佳子、橋本真由美、藤井広子、村山弘美
【七次台中学校区】　上出美穂、太田恭子、小坂裕子、
坂口恵美子、野口洋子、古田たき、横井千代子
【桜台中学校区】　近藤恭子、菅森美由紀、平塚さとみ
■問　健康課母子保健班　☎（497）3495

児童手当の額（1人当たり月額）

年齢など 月額

3歳未満 15,000円

3歳～小学6年生
第1・2子 10,000円

第3子以降 15,000円
中学生 10,000円

所得制限以上
（年齢に関係なく一律）

5,000円

委嘱状を受け取る推進員

22

U1511130
多角形

U1511130
楕円
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保

健

師

で

す

知
症
の
人
が
利
用
す
る
介
護
施
設
を

1
日
開
放
し
て
い
た
だ
き
、
認
知
症

に
つ
い
て
考
え
る
集
い
「
ひ
だ
ま
り

カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
1
0
2
人
も
参
加
さ
れ
認

知
症
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
共
に

語
ら
い
楽
し
め
る
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。

　
別
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
介
護
施
設

で
働
い
て
い
る
人
か
ら
「
認
知
症
に

な
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

人
も
社
会
に
貢
献
し
た
い
意
欲
と
力

を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
話
が
あ
り
、

介
護
施
設
入
所
者
の
皆
さ
ん
に
公
民

館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
装
飾
の
協
力

や
、
ス
タ
ッ
フ
付
き
添
い
の
も
と
保

育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
く
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　「
地
域
ぐ
る
み
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
」
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）

3
4
7
4
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
師

加
藤
多
恵

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
毎
日
の
よ
う
に

「
少
子
高
齢
化
」
の
話
題
が
上
っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
、
白
井
市
も
急
速

に
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
て
い
る
の

は
ご
存
知
で
す
か
。

　
今
後
、
特
に
75
歳
以
上
人
口
の
急

増
が
見
込
ま
れ
、
10
年
後
に
は
現
在

の
2
倍
以
上
の
約
1
0
、5
0
0
人

に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
75
歳
以
上
の
人
口
が
増
え
る
こ
と

で
、
要
介
護
認
定
を
受
け
る
人
や
認

知
症
を
患
う
人
も
増
え
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
全
体
で
高
齢
者
を
見
守
り
、
支

え
合
う
体
制
を
整
え
て
い
く
た
め
地

域
の
皆
さ
ん
と
、
共
に
考
え
実
際
の

活
動
に
つ
な
げ
る
取
組
み
「
地
域
ぐ

る
み
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
私
は
、
昨
年
度
南
山
中

学
校
地
区
の
会
議
を
担
当
し
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
自
治
会
の
役
員
や
民
生

委
員
、
地
域
の
サ
ロ
ン
の
代
表
者
、

市
内
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

や
民
間
事
業
者
な
ど
多
く
の
人
が
参

加
さ
れ
、
認
知
症
の
人
が
地
域
で
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
周
囲
の
人
が
で

き
る
こ
と
や
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
生
活
を
支
援
す
る
方
法
な
ど
を

話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
実

現
に
つ
な
が
っ
た
取
り
組
み
を
い
く

つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　
認
知
症
の
人
の
支
援
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
グ
ル
ー
プ
は
「
ま
ず
は
地

域
の
人
々
が
認
知
症
の
理
解
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
ね
」
と
い
う

意
見
か
ら
、
地
域
住
民
の
た
め
に
認

地
域
ぐ
る
み
で〜

見
守
り
・
支
え
合
い
〜

材料（4人分）
キュウリ1本、ダイコン2㌢㍍、
ニンジン1/4本、ショウガ1/2か
け、かつお節5㌘
【調味料A】　酢大さじ2、塩小さ
じ1/4、しょうゆ大さじ1/2、砂
糖小さじ1
作り方
①調味料を合わせておく。
②キュウリ、ダイコンは拍子切り、ニンジンは細めの拍
子切りにし、ショウガは千切りにする。
③ビニール袋に②とかつお節を入れ、全体にまぶす。
④①を加えて袋ごと軽くもみ、袋の口をしっかり閉め、1
時間ほど冷蔵庫で冷やして味をなじませる。
栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　汗で流れ出てしまうカリウムを生野菜で補いましょう。
カリウムを摂ることで、夏バテや食欲の低下、高血圧、

こむらがえりの予防になります。食欲増進の効果もある
ので、ショウガを効かせてさっぱりと召し上がってくだ
さい。
1人当たりの栄養価　24㌔㌍　カリウム160㍉㌘　食塩0.7
㌘

さわやか浅漬け

おやこわくわくクッキング日程表

日時 対象 内容

8月22日㈯
10:30 ～ 13：00

市内在住の小学生とその保
護者　12組（申し込み順）

●調理実習

カラフルいなり、ひよこ豆のコール

スローサラダ、すまし汁、牛乳かん

●食育の話
8月28日㈮
10：30 ～ 13：00

市内在住の4歳から6歳まで
の未就学児とその保護者　
12組（申し込み順）

　
子
ど
も
た
ち
は
調
理
を
通
し
て
多

く
の
こ
と
を
学
ん
で
、
食
べ
る
意
欲

が
高
ま
り
ま
す
。

　
好
き
嫌
い
が
な
く
な
る
よ
う
に
親

子
で
一
緒
に
料
理
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

普
段
、
料
理
を
し
な
い
と
い
う
お

父
さ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。
当
日
は
、

調
理
実
習
の
ほ
か
、
食
育
の
話
も
し

ま
す
。

日
時
・
内
容
　
下
表
の
と
お
り

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
用
タ

オ
ル
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
三
角

巾
、
踏
み
台

参
加
費
　
大
人
4
0
0
円
、
子
ど
も

2
0
0
円
（
材
料
費
）

保
育

あ
り
（
1
歳
以
上
か
ら
）

申
・
問

　
参
加
希
望
日
、
住
所
、
電

話
番
号
、
子
ど
も
お
よ
び
保
護
者
の

氏
名
、
子
ど
も
の
み
年
齢
を
、
18
日

㈫
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進

班
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4
・

k
e
n
k
o
u
@
c
ity
.sh
iro
i.

ch
iba.jp

へ

親子で調理している様子

日
時
　
9
月
21
日
㈷
　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
送
迎
バ
ス
・
昼
食
あ
り
）

場
所
　
文
化
会
館
な
し
坊（
大
）ホ
ー

ル対
象
　
市
内
在
住
70
歳
以
上
　

7
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

内
容
　
荒あ

ら
い
や
い
っ
ぽ
ん

井
家
一
本
（
司
会
・
漫
談
）、

内
田
あ
か
り
（
歌
謡
シ
ョ
ー
）、
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ラ
ダ
イ
ス
（
漫
才
）

入
場
料

無
料

申
・
問

　
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名（
隣

同
士
の
席
を
希
望
す
る
場
合
は
連
名

で
記
入
）
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
交
通
手
段
（
徒
歩
・
自
転

車
・
自
動
車
・
送
迎
バ
ス
の
い
ず
れ

か
）
を
記
入
の
上
、
は
が
き
か
フ
ァ

ク
ス
で
、
8
月
14
日
㈮
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援

班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4
・

（
4
9
2
）
3
0
3
3
へ

※
送
迎
バ
ス
は
ナ
ッ
シ
ー
号
の
停
留

所
で
乗
降
を
行
い
ま
す
の
で
、
利
用

を
希
望
す
る
人
は
乗
降
を
行
う
ナ
ッ

シ
ー
号
の
停
留
所
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
は
、

各
地
区
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
会
長
に
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

敬
　
老
　
会

　各種講座開催の補助などを行う看護師を募集します。
応募資格・人数　看護師免許取得者　1人
勤務期間　勤務可能日～平成28年3月31日㈭（更新あり）
勤務時間　火～木曜日の月6日程度　午前9時～午後4時（1時間休憩あり）
時給　1,340円（別途通勤手当あり）
■申・■問　履歴書に必要事項を記入の上、免許証の写しを添えて14日㈮までに
直接身体障害者福祉センター　☎（497）3485へ

白
井
市
健
康
づ
く
り
推

進
協
議
会
の
委
員
を
募
集

　
市
で
は
総
合
的
な
保
健
計
画
の
策

定
や
市
が
実
施
す
る
各
種
健
康
診
断

や
健
康
相
談
、
保
健
栄
養
指
導
、
そ

の
ほ
か
市
民
の
健
康
増
進
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
た
め
、

白
井
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た

に
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
　
平
成
27
年
11
月
14
日
〜
平
成

29
年
11
月
13
日
（
2
年
間
）

対
象
　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

で
、
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
に
興
味

の
あ
る
人

募
集
人
員
　
1
人

会
議
回
数
　
年
1
回
程
度
（
平
日
の

昼
間
に
開
催
）

報
酬

会
議
1
回
　
6
、
6
0
0
円

申
・
問

　
　
公
募
委
員
申
込
書
（
健

康
課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
8

月
24
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
か

お
や
こ
の
食
育
教
室

〜
お
や
こ
わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
〜

身体障害者福祉センター非常勤職員募集

直
接
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
4
へ

柏
レ
イ
ソ
ル
観
戦
チ

ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
福
祉
事
業
の
向
上
に
寄
与
す
る
目

的
で
、柏
レ
イ
ソ
ル
選
手
会
か
ら「
柏

レ
イ
ソ
ル
対
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

戦
」
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　
観
戦
を
希
望
す
る
家
庭
を
募
集
し

ま
す
。

試
合
日
時
　
30
日
㈰
　
午
後
7
時
〜

場
所
　
日
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場
（
柏
市
）

対
象
　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
子
と
そ
の
保
護
者

12
席
（
申
し

込
み
順
）

※
子
ど
も
2
人
、
保
護
者
1
人
の
場

合
は
3
席
分
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
・
問

　
3
日
㈪
か
ら
電
話
で
子

育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
7
へ

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

事
務
室
改
修
工
事
の
お

知
ら
せ

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階
こ
ど
も

発
達
セ
ン
タ
ー
の
事
務
室
改
修
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

　
工
事
期
間
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

工
事
期
間
　
〜
10
月
30
日
㈮

工
事
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
1

階
健
康
情
報
広
場

工
事
内
容

　
健
康
情
報
広
場
を
こ
ど

も
発
達
セ
ン
タ
ー
事
務
室
と
し
て
改

修※
来
所
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
工

事
期
間
中
は
仮
囲
い
を
し
ま
す
。

問
　
社
会
福
祉
課
厚
生
班

☎

（
4
9
7
）
3
4
8
2

「ひだまりカフェ」の様子

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ さわやか浅漬け

※兄弟姉妹の参加については相談してください。

23

U1511130
多角形

U1511130
楕円



市
民
参
加
推
進
会
議
の
答
申

市
民
参
加
の
実
施
状
況

評
価

　
市
で
は
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
市
民
参
加
条
例
の

制
定
や
市
民
参
加
推
進
会
議
を
設
置

し
、
市
民
参
加
・
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　「
市
民
参
加
の
実
施
状
況
に
対
す

る
総
合
的
評
価
」（
左
表
）
な
ど
に

つ
い
て
、
市
長
が
市
民
参
加
推
進
会

議
に
諮
問
し
、
そ
の
答
申
が
11
月
13

日
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
答
申
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
答
申
の
概
要
】

●
適
切
な
情
報
提
供
を
し
て
い
て
も

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

平成26年度市民参加の実施状況に対する総合的評価
事業名 事業期間 総合評価

ごみの減量化・資源化推進事業
平成25・26
年度

○妥当
第6期白井市高齢者福祉計画･白井市介護保険事業計画策
定事業 ◎良好

子ども子育て支援事業計画策定事業 ◎良好
白井市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例策定事業

平成26年度

△要改善

白井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例策定事業 △要改善

白井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例策定事業 △要改善

白井市歯科口腔保健の推進に関する条例策定事業 △要改善
白井市新型インフルエンザ等対策行動計画改定事業 △要改善
市役所庁舎整備事業

事業継続中
（※）

◎良好
第2次しろい健康プラン策定事業 △要改善
男女共同参画推進事業 ○妥当
白井市第5次総合計画策定事業 ◎良好
都市マスタープラン策定事業 ◎良好
障害者計画等策定事業 ◎良好
白井市第5次行政改革大綱・実施計画策定事業 △要改善
西白井地区コミュニティ施設建設事業 △要改善
※今回の評価は平成26度末までに実施した市民参加についての中間評価であり、
平成27年度以降に実施する市民参加の評価は含まれていません。
　該当事業については事業終了後に改めて評価します。

市
民
の
目
に
触
れ
な
け
れ
ば
効
果
が

な
く
複
数
の
媒
体
に
よ
る
周
知
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
市
役
所
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
図

書
館
の
3
カ
所
で
の
公
表
を
必
須
と

す
る
こ
と

●
事
業
に
市
民
参
加
を
取
り
入
れ
る

場
合
で
も
、
市
民
参
加
の
趣
旨
を
踏

ま
え
適
切
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

事
業
の
性
格
を
考
慮
し
た
上
で
、
各

事
業
に
合
っ
た
適
切
な
市
民
参
加
手

法
を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

条
例
上
市
民
参
加
が
必
須
で
な
い
事

業
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
市
民
参
加

の
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と

●
市
民
参
加
推
進
会
議
の
総
合
的
評

価
に
お
い
て
、
担
当
課
へ
の
聴
き
取

り
調
査
な
ど
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と

※
市
で
は
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
て
、

よ
り
一
層
、
市
民
参
加
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
答
申
書
は
市
役
所
1
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、図
書
館
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班

内
線
3
1
5
2

松
戸
市
営
白
井
聖
地
公

園
墓
地
の
使
用
者
を
再

公
募
し
ま
す

　
松
戸
市
営
白
井
聖
地
公
園
（
白
井

市
平
塚
）
に
お
い
て
返
還
さ
れ
た
墓

地
11
区
画
（
芝
生
墓
地
7
区
画
、
普

通
墓
地
4
区
画
）
を
再
公
募
し
ま
す
。

※
公
募
区
画
の
内
容
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

【
申
込
資
格
】

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
が
対
象

で
す
。

●
申
込
人
が
白
井
市
ま
た
は
松
戸
市

に
1
年
以
上
（
平
成
26
年
12
月
16
日

以
前
か
ら
）
継
続
し
て
居
住
し
て
い
る

●
い
ま
だ
一
度
も
埋
蔵
し
た
こ
と
が

な
い
遺
骨
が
あ
る

●
申
込
人
が
埋
蔵
さ
れ
る
人
の
2
親

等
以
内
の
親
族
で
あ
る

●
申
込
人
が
祭さ

い
し祀
の
主
宰
者
（
葬
儀

の
喪
主
な
ど
）
で
あ
る

※
申
し
込
み
は
資
格
者
1
人
に
つ
き

1
通
1
カ
所
の
み
で
す
（
申
し
込
み

順
）。

　
複
数
の
区
画
を
申
し
込
ん
だ
場
合

は
無
効
と
な
り
ま
す
。

申
・
問

　
平
成
28
年
1
月
15
日
㈮
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
松
戸
市
健

康
福
祉
部
健
康
推
進
課
管
理
班
　
☎

0
4
7
（
3
6
6
）
7
4
8
5
へ

※
後
日
書
類
審
査
を
行
っ
た
上
で
連

絡
を
し
ま
す
。

平成27年度白井聖地公園再公募区画
種別 向き 永代使用料 管理料 募集数

芝生
墓地

東向 344,000円
21,168円
（4年1カ
月分）

２区画

西向 304,000円 ５区画

普通
墓地 西向 380,000円 ４区画

第
2
次
し
ろ
い
健
康
プ
ラ

ン
（
素
案
）

　
現
行
の
「
し
ろ
い
健
康
プ
ラ
ン
」

が
平
成
27
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
新
た
に
平
成
28
年
度
か
ら
32
年

度
ま
で
の
5
年
間
を
計
画
期
間
と
す

白
井
市
障
害
者
計
画

（
素
案
）

　
平
成
28
年
度
か
ら
37
年
度
ま
で
の

10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
白
井

市
障
害
者
計
画
」
は
、
白
井
市
第
5

次
総
合
計
画
と
整
合
性
を
図
り
、
障

害
者
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本

的
事
項
を
定
め
た
個
別
計
画
を
目
的

に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　
福
祉
、
保
健
・
医
療
、
教
育
、
雇

用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、

本
市
に
お
け
る
障
害
者
の
自
立
お
よ

び
社
会
参
加
の
支
援
な
ど
の
施
策
を

推
進
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る
計
画

で
す
。

申
・
問

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
3
・

（
4

9
2
）
3
0
3
3
・

sy
ak
ai-fu

k
u
sh
i@
city
.sh
iroi.ch

ib
a.

jp

へ

　
市
で
は
「
第
2
次
し
ろ
い
健
康
プ

ラ
ン
（
素
案
）」
「
白
井
市
障
害
者

計
画
（
素
案
）」
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　
各
素
案
は
担
当
課
や
市
役
所
1
階

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
、
各

セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
策
定
に
あ

た
っ
て
の
参
考
と
し
、
検
討
結
果
に

つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
表
し
ま
す
。

※
い
た
だ
い
た
意
見
へ
の
個
別
の
回

答
は
行
い
ま
せ
ん
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人
や
団

体意
見
の
提
出
方
法
　
平
成
28
年
1
月

4
日
㈪
ま
で
に
、
所
定
の
用
紙
（
各

担
当
課
、
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
図
書
館
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
図
書
館
や
各

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
あ
る
「
意
見

回
収
箱
」
に
投
函
す
る
か
、郵
送
（
当

日
消
印
有
効
）、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
担
当
課
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
で
提
出
す
る
場
合
は
、
件

名
に
計
画
の
名
称
を
入
力
し
て
く
だ

さ
い
。 パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
　
　
　
を
実
施
し
ま
す

〜
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
〜

工事日程　平成28年1月上旬～2月中旬　午前
9時～午後5時（日曜日、祝日を除く）
※通行幅が狭くなることがありますので注意
してください。
工事箇所　下図の　　部分
工事内容　タイル舗装から滑りにくいイン
ターロッキング舗装に変える工事
※工事に伴うバス停の移動はありません。工
事中は交通誘導員を配置します。

■問　道路課建設班　内線3213

舗装工事のお知らせ

答申書を手渡す池川会長（右）と
市川副会長（左）

　
市
と
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組

合
で
は
、
共
同
で
ご
み
の
基
礎
的
な

デ
ー
タ
を
集
め
る
た
め
、
家
庭
か
ら

出
さ
れ
る
「
燃
や
す
ご
み
」
の
中
身

の
分
析
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
生
ご
み
や
汚
れ
た

紙
な
ど
の
「
燃
や
す
ご
み
」
が
70
・

5
㌫
、
雑
が
み
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
類
な
ど
の
「
資
源
物
」
が

29
・
2
㌫
入
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
（
左
図
）。

燃
や
す
ご
み
を
減
ら
し

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

⑳

　
燃
や
す
ご
み
の
中
で
特
に
多
く
の

割
合
を
占
め
て
い
た
の
は「
生
ご
み
」

で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
燃
や
す
ご
み

の
減
量
化
に
は
、
生
ご
み
の
量
を
減

ら
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
資
源
物
の
中
で
多
く
の
割

合
を
占
め
て
い
た
の
は
、
新
聞
紙
や

雑
誌
な
ど
の
「
資
源
に
な
る
紙
」
で

す
。
資
源
化
に
は
分
別
の
徹
底
が
重

要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
燃
や
す
ご
み
は
印
西
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
焼
却
処
理
を
し
て
お
り
、

ご
み
の
量
が
減
る
こ
と
で
収
集
運
搬

や
焼
却
処
理
費
用
の
削
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
市
で
は
、
ご
み
減
量
講
座
や
ご
み

処
理
施
設
見
学
会
、
広
報
な
ど
を
通

し
て
「
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
」

に
つ
い
て
の
呼
び
か
け
を
し
て
い
ま

す
。
ご
み
の
正
し
い
分
別
と
減
量
化

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班

内
線
3
2
7
7

資源物
29.2 ㌫

燃やすごみ
70.5 ㌫

燃やさない
ごみ 0.3 ㌫

白井市
燃やすごみの組成分析結果

手
賀
沼
周
辺
4
市
で
不

法
投
棄
防
止
一
斉
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施

　
手
賀
沼
周
辺
の
柏
市
、
我
孫
子
市

印
西
市
、
白
井
市
の
4
市
で
は
不
法

投
棄
に
関
す
る
情
報
を
相
互
で
共
有

し
て
未
然
防
止
や
拡
大
防
止
の
た
め

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
年
末
年
始
を
迎
え
る
と
、
河
川
敷

や
山
林
、
農
地
へ
の
不
法
投
棄
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
4
市
で

は
特
別
監
視
期
間
と
し
て
「
不
法
投

棄
防
止
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
に
は
地

域
の
皆
さ
ん
が
「
不
法
投
棄
は
し
な

い
・
さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い
」
と
い

う
認
識
を
持
ち
、
不
法
投
棄
を
発
生

さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班

内
線

3
2
7
4
・
5

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

る
「
第
2
次
し
ろ
い
健
康
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
す
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
、「
自
分
ら
し
く

元
気
に
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
る
健

康
づ
く
り
」
を
基
本
方
針
と
し
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
市
民
の
生
涯
に
わ
た

る
健
康
の
保
持
増
進
と
、
健
康
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
を
目
標
に
新
た
な
健

康
課
題
に
対
応
す
る
た
め
「
健
康
増

進
計
画
」
「
食
育
推
進
計
画
」
「
歯

科
口
腔
保
健
推
進
計
画
」
を
一
体
的

に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

申
・
問

　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4
・

（
4
9
2
）
3
0
3
3
・

k
en
k
ou

@
city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

工事箇所

2015.12.153
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学
校
給
食
共
同
調
理
場
運

営
委
員
会
委
員
を
募
集

　
市
で
は
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場

の
管
理
運
営
に
必
要
な
重
要
事
項
に

つ
い
て
審
議
す
る
た
め
、「
学
校
給

食
共
同
調
理
場
運
営
委
員
会
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た

に
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
　
平
成
27
年
8
月
1
日
〜
平
成

29
年
7
月
31
日
（
2
年
間
）

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
歳
以

上
で
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議

に
出
席
で
き
る
人
　
1
人

※
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

会
議
回
数
　
年
3
回
程
度

報
酬

会
議
1
回
6
、
6
0
0
円

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
学
校
給

食
共
同
調
理
場
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
6
月
30
日
㈫

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
か
直
接
学
校

給
食
共
同
調
理
場
☎
（
4
9
2
）
1

0
8
1
へ

教
科
書
展
示
会

　
平
成
28
年
度
以
降
に
中
学
校
で
使

用
可
能
な
検
定
済
み
教
科
書
見
本
を

次
の
会
場
で
展
示
し
ま
す
。

　
教
科
書
の
閲
覧
は
学
校
関
係
者
だ

け
で
は
な
く
、
保
護
者
や
一
般
の
人

も
で
き
ま
す
。

【
佐
倉
教
科
書
セ
ン
タ
ー
】（
佐
倉
市

立
中
央
公
民
館
内
）

日
時
　
6
月
19
日
㈮
〜
7
月
3
日
㈮

午
前
9
時
〜
午
後
9
時

※
6
月
29
日
㈪
、
7
月
3
日
㈮
は
午

後
5
時
ま
で
、
6
月
22
日
㈪
は
休
館

日
で
す
。

【
成
田
移
動
教
科
書
展
示
会
】（
成
田

市
中
央
公
民
館
内
）

日
時
　
6
月
19
日
㈮
〜
7
月
2
日
㈭

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
市
教
育
セ
ン
タ
ー
室
で
も
6
月
19

日
㈮
〜
7
月
2
日
㈭
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）、

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
教
育
セ
ン
タ
ー
室

内
線
3
4

7
0

運
動
公
園
「
ワ
ン
デ
ー
レ

デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス
マ
ッ
チ
」

　
ダ
ブ
ル
ス
の
試
合
を
行
い
ま
す
。

初
心
者
で
も
楽
し
め
ま
す
の
で
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
24
日
㈬
　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
（
雨
天
中
止
）

対
象
　
18
歳
以
上
の
女
性
ペ
ア

16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
6
組
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

17
日
㈬
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
1
組
2
、
5
0
0
円
（
保

険
代
ほ
か
）

申
・
問

　
21
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
運
動
公
園
☎
（
4
9
7
）
0
2
2

2
へ

スター・キッズ・クラブ年間会員募集

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

　プラネタリウム館では、宇宙の謎についてテーマを設けて、楽しく実
験や観察をして学んでいく年間登録制のクラブを開催します。
　今年度のテーマは「今年は国際光（ひかり）年　光って何だ？」です。
　6月、11月、2月は保護者と小学生以上の家族も参加できます。
日時　6月27日、7月18日、9月5日、10月24日、11月28日、1月23日、
2月20日（各土曜日・全7回）　午後4時30分～ 5時45分
※2月のみ午後5時30分～ 6時45分となります。
場所　プラネタリウムドーム、文化センター 2階研修室ほか
対象　全日程参加できる小学4～ 6年生　25人（応募者多数の場合は抽選）
参加費　年間1,000円（材料費ほか）
■申　往復はがきに参加希望者の氏名（ふりがな）、学校名、学年、郵便番号、
住所、電話番号、あればファクス番号、保護者氏名を記入の上、6月14日
㈰までに郵送で〒270―1422　白井市復1148―8　プラネタリウム館へ
※直接申し込む場合は、未記入のはがきを持参してください。
■問　プラネタリウム館　☎（492）1125

白
井
市
春
季
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会

日
時
　
28
日
㈰
　
午
前
9
時
〜

場
所
　
県
立
白
井
高
等
学
校

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

在
ク
ラ
ブ
の
中
学
生
以
上

部
門
　
ダ
ブ
ル
ス
　
男
子
1
・
2
・

3
部
、
女
子
1
・
2
・
3
部
（
参
加

数
に
よ
り
変
更
あ
り
）

参
加
費
　
1
人
1
、
5
0
0
円

※
中
学
〜
高
校
生
は
1
人
1
、
0
0

0
円
で
す
。

申
　
は
が
き
に
出
場
部
門
、
住
所
、

氏
名
、
職
業
、
電
話
番
号
、
ク
ラ
ブ

加
入
者
は
ク
ラ
ブ
名
を
記
入
の
上
、

19
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
へ

問
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
　
平
井
☎

0
9
0
（
8
7
2
5
）
2
8
3
8

私立幼稚園就園奨励費補助金
　市では、公認の私立幼稚園に通う児童の保護者の経済的負担軽減と、幼児教育の振興を目的に、保育料と入園料の一部を補助する「就園奨励費補
助金」を交付しています。この補助金は、市が国の補助を受けて交付するもので、市内在住の3～ 5歳児が公認の私立幼稚園に通園している場合、
その保護者に対し補助を行います。補助限度額は下表1・2のとおりで、各基準により異なります。

【表1】私立幼稚園就園奨励費補助金

基準（平成27年度の市町村民税
額など）

補助限度額（年額）
1人就園または同一世帯
から2人以上就園してい
る場合の最年長者（第1子）

同一世帯から2人以
上就園している場合
の次年長者（第2子）

同一世帯から3人以上就
園している場合の左欄以
外の園児（第3子以降）

生活保護世帯 308,000円 308,000円 308,000円
市町村民税非課税世帯 272,000円 290,000円 308,000円
市町村民税所得割非課税世帯 272,000円 290,000円 308,000円
市町村民税所得割課税額年額が
基準額A以下となる世帯 115,200円 211,000円 308,000円

市町村民税所得割課税額年額が
基準額Aを超えB以下となる世帯 62,200円 185,000円 308,000円

上記以外の世帯 該当せず 154,000円 308,000円

【表2】私立幼稚園就園奨励費補助金（小学1～３年生の兄・姉を有している場合）

基準（平成27年度の市町村民税
額など）

補助限度額（年額）

小学1～ 3年生の兄・姉を1人
有する園児の最年長者

（第2子）

小学1 ～ 3年生の兄・姉を1人有し、同一
世帯から2人以上就園している場合の左欄
以外の園児および小学1～ 3年生の兄・姉
を2人以上有している園児（第3子以降） 

生活保護世帯 308,000円 308,000円
市町村民税非課税世帯 290,000円 308,000円
市町村民税所得割非課税世帯 290,000円 308,000円
市町村民税所得割課税額年額が
基準額A以下となる世帯 211,000円 308,000円

市町村民税所得割課税額年額が
基準額Aを超えB以下となる世帯 185,000円 308,000円

上記以外の世帯 154,000円 308,000円

　
市
で
は
、
第
2
次
し
ろ
い
健
康
プ

ラ
ン
（
健
康
増
進
計
画
、
食
育
推
進

計
画
、
歯
科
口
腔
保
健
推
進
計
画
）

の
策
定
に
向
け
て
、「
健
康
づ
く
り

は
あ
な
た
が
主
役
〜
5
年
後
の
自
分

へ
〜
私
の
健
康
宣
言
」
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
講
演
後
は
、「
私
の
健
康
宣
言
〜

い
き
い
き
健
康
宣
言
・
お
い
し
い
ヘ

ル
シ
ー
食
生
活
宣
言
・
歯
つ
ら
つ
生

活
宣
言
〜
」
と
題
し
て
、
3
つ
の
計

画
に
沿
っ
た
5
年
後
の
健
康
な
自
分

を
目
指
す
個
人
目
標
を
立
て
ま
す
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
と
一
緒
に
未
来

の
自
分
へ
健
康
宣
言
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
27
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
法
人
や

団
体
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
千
葉
大
学
大
学
院
看
護
学
研

究
科
准
教
授
　
石
丸
美
奈
さ
ん

参
加
費
　
無
料

保
育

あ
り
（
1
歳
以
上
か
ら
）

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
保
育
の
有
無
を
電
話
か
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
健
康
課
健
康
づ
く
り
推

進
班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4
・

k
e
n
k
o
u
@
c
ity
.sh
iro
i.

ch
iba.jp

へ

対象　市内在住で平成21年4月2日から平成24年4
月1日までに生まれ、公認の私立幼稚園に通園し
ている幼児を持つ保護者
※満3歳に達した幼児（平成24年4月2日～平成25
年4月1日生まれ）が、翌年の4月を待たずに年度
の途中から幼稚園に入園する場合も補助の対象と
なります。

■申　各幼稚園を通じて配布する「保育料等減免措
置に関する調書」に必要事項を記入の上、直接通
園している幼稚園へ
■問　保育課保育班　☎（497）3488

●世帯構成員中2人以上に所得がある場合は、保護者
およびそれ以外の家計の主宰者である扶養義務者の所
得割課税額を合算します
●市町村民税の所得割課税額については、配当控除、
外国税額控除、寄附金控除、住宅借入金等特別税額控
除前の所得割課税額です
●基準額Aとは、34,500円に次に掲げる①および②の
額を足した額です
①21,300円に16歳未満の扶養親族の数を掛けた額
②11,100円に16歳以上19歳未満の扶養親族の数を掛け
た額
●基準額Bとは、171,600円に次に掲げる①および②の
額を足した額です
①19,800円に16歳未満の扶養親族の数を掛けた額
②7,200円に16歳以上19歳未満の扶養親族の数を掛け
た額
●上記区分に関わらず園児を同時に3人以上通園させ
ている世帯の3人目以降の園児の補助限度額は308,000
円です

【
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
】

◆
不
妊
相
談

　
不
妊
で
悩
む
夫
婦
な
ど
に
不
妊
に

関
す
る
一
般
的
な
相
談
や
不
妊
治
療

に
関
す
る
情
報
提
供
、
医
療
・
精
神

面
で
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
不
育
症
に
関
す
る
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。

日
時
　
11
日
㈭
　
午
後
1
時
30
分
〜

場
所

　
印
旛
合
同
庁
舎
（
佐
倉
市
）

対
象

　
不
妊
に
関
す
る
相
談
を
希
望

す
る
夫
婦
な
ど

3
組
（
申
し
込
み

順
）

申
・
問

　
8
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
印

旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
課

☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
1
3
4
へ

献
血
の
お
知
ら
せ

　
血
液
が
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
24
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
11
時

45
分
、
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4

〜
５
年
後
の
自
分
へ
〜

私
の
健
康
宣
言

講
演
会

健
康
づ
く
り
は
あ
な
た
が
主
役

石丸美奈さん

2015.6.1 6
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

　福祉センター内にある障害福祉サービス事業所「み
のり」では、障害者支援に関する仕事を行う非常勤職
員を募集します。
募集人数　普通自動車免許を持ち、障害者福祉に強い
意欲と熱意を持った人　2人（年齢、経験は不問）
勤務期間　4月1日～平成29年3月31日（1年間・更新あり）
※書類と面接により選考します。
勤務日時　週3日勤務（曜日は要相談）
午前9時30分～午後4時30分
時給　940円（別途通勤手当あり）
■申・■問　履歴書（写真貼付）に必要事項を記入の上、
3月11日㈮までに郵送か直接社会福祉協議会就労継続
支援B型事業所「みのり」☎（492）2096へ

社  就労継続支援B型事業所「みのり」
非常勤職員を募集します

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
支
援
制
度
の
お
知
ら
せ

け
て
い
る

●
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

●
生
活
福
祉
資
金
制
度
に
よ
る
貸
し

付
け
を
受
け
て
い
る

※
各
項
目
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も

失
業
や
病
気
、
突
発
的
な
事
故
、
災

害
な
ど
特
別
な
事
情
に
よ
り
経
済
的

に
困
窮
し
て
い
る
人
は
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

援
助
対
象
　
学
用
品
費
、
校
外
活
動

費
、
修
学
旅
行
費
、
新
入
学
学
用
品

費
、
医
療
費
、
学
校
給
食
費
な
ど

申
・
問

　
申
請
書
（
各
学
校
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
請
者
の
個
人
番
号
が
確
認
で
き
る

も
の
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
通
知
カ

ー
ド
、
番
号
入
り
住
民
票
な
ど
）
と

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
個
人
番

号
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
写
真

付
き
身
分
証
明
書
な
ど
）
を
持
参
し
、

学
校
教
育
課
学
務
班

内
線
3
4
2

3
へ特

別
支
援
教
育
就
学
奨

励
制
度

　
市
内
小
・
中
学
校
の
個
別
支
援
学

級
に
在
籍
ま
た
は
通
級
し
て
い
る
か

通
常
学
級
に
通
う
障
が
い
（
学
校
教

育
法
施
行
令
第
22
条
の
3
に
定
め
る

障
が
い
の
程
度
に
該
当
）
の
あ
る
子

ど
も
の
保
護
者
に
対
し
て
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
そ
の
世
帯
の

収
入
額
な
ど
に
応
じ
、
必
要
な
経
費

の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

援
助
対
象

　
学
用
品
費
、
校
外
活
動

費
、
修
学
旅
行
費
、
通
学
費
、
学
校

給
食
費
な
ど
の
一
部

※
6
月
初
旬
に
学
校
を
通
じ
て
保
護

者
に
関
係
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

問
　
学
校
教
育
課
学
務
班

内
線
3

4
2
3

教
育
ロ
ー
ン
利
用
者
に

利
子
の
一
部
を
補
助

　
金
融
機
関
か
ら
教
育
資
金
の
融
資

を
受
け
て
い
る
人
に
、
返
済
利
子
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
か

そ
の
保
護
者

●
国
内
の
高
等
学
校
、
大
学
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
に
入
学
を
予

定
し
て
い
る
か
在
学
し
て
い
る

※
該
当
し
な
い
学
校
も
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

●
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

●
世
帯
全
員
が
市
税
を
完
納
し
て
い
る

●
日
本
政
策
金
融
公
庫
ま
た
は
千
葉

銀
行
、
千
葉
興
業
銀
行
、
京
葉
銀
行
、

千
葉
信
用
金
庫
の
市
内
各
支
店
で
、

月
賦
償
還
方
式
に
よ
る
教
育
資
金
の

融
資
を
受
け
て
い
る

補
助
期
間
　
交
付
決
定
日
の
翌
月
か

ら
各
学
校
の
修
業
年
限
ま
で

問
　
教
育
総
務
課
総
務
班

内
線
3

4
1
4

準
要
保
護
児
童
・
生
徒

に
就
学
費
を
援
助

　
市
内
に
在
住
し
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
小
・
中
学
校
に
就
学
す
る
こ

と
が
困
難
な
児
童
や
生
徒
の
い
る
家

庭
に
就
学
費
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
小
・
中
学
校
に
就
学
す
る
子

を
持
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停

止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
て
い
る

●
地
方
税
法
に
基
づ
く
個
人
事
業
税

や
固
定
資
産
税
、
市
民
税
の
減
免
を

受
け
て
い
る
か
市
民
税
が
非
課
税

●
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
国
民
年
金

の
掛
け
金
の
減
免
を
受
け
て
い
る

●
国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
保
険

料
の
減
免
ま
た
は
徴
収
の
猶
予
を
受

材料（2人分）
菜の花100㌘、ブロッコリー 1/2個、カブ1株
【調味料】オリーブオイル大さじ1/2、酢大さ
じ1、粒入りマスタード大さじ1、はちみつ小
さじ1、塩小さじ1/4、こしょう少々
作り方
①カブは根と葉に分け、根は1㌢㍍の厚さのくし切りにする。カブの葉
と菜の花は3㌢㍍の長さに切る。ブロッコリーは小房に分け、茎は柔ら
かい部分を食べやすい大きさに切る。
②鍋に湯を沸かし、ブロッコリーとカブの根の順に入れて歯ごたえが
残るくらいに下ゆでし、ザルに取り粗熱を取る。カブの葉と菜の花も
さっと下ゆでし、水気を絞る。
③ボウルに調味料をよく混ぜ合わせ、②を加えてあえる。
栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　春野菜や山菜の特有の香りや独特の苦みは、冬の間に体の中にたまっ
た脂肪や老廃物などを排出してくれる働きがあります。
　また、抗酸化作用があり、あらゆる病気や老化の原因となる活性酸
素を除去する働きもあります。
マスタードの辛味がアクセントになっていますが、子どもが食べる

場合はマスタードを控えるとよいです。
　春野菜を味わうことで季節を感じ、体の調子を整えましょう。
1人当たりの栄養価　57㌔㌍　食塩相当量0.6㌘　野菜摂取量92㌘

栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ 花野菜とカブのサラダ

花野菜とカブのサラダ

「健康づくりはあなたが主役」
～ 5年後の自分へ～私の健康宣言講習会
　市では、策定した第2次しろい
健康プラン（健康増進計画、食育
推進計画、歯科口腔保健推進計画）
を皆さんに知っていただくために、
「健康づくりはあなたが主役～ 5
年後の自分へ～私の健康宣言」講
習会を開催します。
　講習会では、第2次しろい健康
プランの概要版を使用して、健康
づくりの取り組み状況をチェック
リストで確認したり、「私の健康宣言～いきいき健康宣言、おいしいヘ
ルシー食生活宣言、歯（は）つらつ生活宣言～」と題して、3つの計画
に沿った5年後の健康な自分を目指す個人目標を立てます。
　参加者の皆さんと一緒に未来の自分へ健康宣言をしてみませんか。
日時　26日㈯　午前10時～正午
場所　保健福祉センター
対象　市内在住・在勤・在学者、市内に住所を有する法人や団体
50人（申し込み順）
保育　あり（1歳以上から）
参加費　無料
■申・■問　18日㈮までに住所、氏名、年齢、電話番号、保育の有無を電
話かＥメールで健康課健康づくり推進班　☎（497）3494、{kenkou@
city.shiroi.chiba.jpへ

前回のグループワークの様子

楽
集
（
が
く
し
ゅ
う
）

キ
ッ
チ
ン

〜
第
2
弾

楽
し
く
作
っ
て
春
を
味
わ
お
う
〜

　「
楽
集
キ
ッ
チ
ン
」
は
、
市
と
市

民
大
学
校
O
B
会
「
発
見
五
遊
会
」

が
コ
ラ
ボ
し
た
新
し
い
料
理
教
室
で

す
。

　「
わ
い
わ
い
・
が
や
が
や
楽
し
く

料
理
を
つ
く
り
な
が
ら
、
知
り
合
い

づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
を
す
る
た
め

の
集
い
の
場
（
キ
ッ
チ
ン
）」
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
春
を
味
わ
う
内
容
の
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。

日
時
　
25
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
午
後

1
時
30
分
（
受
け
付
け

午
前
9
時

45
分
〜
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者

18
人

（
申
し
込
み
順
）

メ
ニ
ュ
ー
　
黒
豆
と
桜
え
び
の
炊
き

込
み
ご
飯
、
魚
と
レ
ン
コ
ン
の
甘
酢

ソ
ー
ス
、
菜
の
花
の
か
ら
し
あ
え
、

カ
ブ
の
み
そ
汁
、
豆
乳
ゼ
リ
ー
イ
チ

ゴ
添
え

保
育
　
あ
り
（
1
歳
以
上
か
ら
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

ふ
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

参
加
費

5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
18
日
㈮
ま
で
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
保
育
の
有
無
を
電

話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
健
康
課
健
康
づ
く

り
推
進
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4
、

k
e
n
k
o
u
@
c
ity
.s
h
iro
i.

ch
iba.jp

へ

2016.3.15

ワ
ン
デ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス

テ
ニ
ス
マ
ッ
チ

　
ダ
ブ
ル
ス
の
実
践
試
合
を
行
い
ま

す
。
初
め
て
の
人
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
23
日
㈬
　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
（
雨
天
中
止
）

対
象

18
歳
以
上
の
女
性
ペ
ア

16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
6
組
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
、
キ
ャ
ン
セ
ル
は
16
日
㈬

ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
1
組
2
、
5
0
0
円
（
保

険
代
ほ
か
）

申
・
問

　
20
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
運
動
公
園
☎
（
4
9
7
）
0
2
2

2
へ

星星空空空ララライイイブブブココンンンサササーーートト

日時 内容

6日㈰　13：30 ～
（50分間）

「詩をうたう」石亀裕子さんの詩の朗読に合
わせ、古田多真美さんがキーボードを演奏

26日㈯　13：30 ～
（50分間）

「ゆうはる」渡辺治子さんのクラリネット
と大川由布子さんのキーボードで星にちな
んだ曲や春の名曲を演奏

　生演奏と共に星空を楽しめる、大人向けのぜいたくな
ひとときを過ごしてみませんか。
日時・内容　下表のとおり
場所　プラネタリウム館ドーム
定員　一般　86人（先着順）
料金　市内210円、市外320円（大人料金）
※投映開始30分前から、3階窓口で券売します。
■問　プラネタリウム館　☎（492）1125

楽しい星空体験を！
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
11
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止

対
策
強
化
月
間
」
で
す
。

　
動
物
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
、
動
物
に
よ
る
事

故
や
迷
惑
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

・
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
と
き
は
保

健
所
に
届
け
出
を
し
、
そ
の
犬
が
狂

犬
病
の
疑
い
が
な
い
か
獣
医
師
の
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う

・
子
犬
の
と
き
か
ら
事
故
を
お
こ
さ

せ
な
い
よ
う
な
し
つ
け
や
飼
い
方
を

し
ま
し
ょ
う

・
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
散
歩
は
犬
を
制
止
で
き
る
人

が
、
短
い
引
き
綱
で
行
い
ま
し
ょ
う

・
犬
は
来
訪
者
の
届
か
な
い
場
所
に

つ
な
ぎ
、
門
や
玄
関
か
ら
犬
が
飛
び

出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
犬
の
登
録
と
年
1
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
は
必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

・
猫
は
屋
外
で
飼
う
と
近
隣
な
ど
に

迷
惑
や
感
染
病
に
か
か
っ
た
り
、
交

通
事
故
な
ど
の
危
険
が
あ
る
た
め
屋

内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

・
犬
猫
合
わ
せ
て
10
頭
以
上
飼
う
場

合
、
保
健
所
へ
届
け
出
を
し
ま
し
ょ

う
（
生
後
91
日
未
満
の
犬
猫
を
除
く
）

・
一
部
の
サ
ル
、
ヘ
ビ
な
ど
特
定
動

物
を
飼
う
場
合
は
、
保
健
所
長
の
許

可
を
取
り
ま
し
ょ
う

・
ペ
ッ
ト
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
探
し
、
保
健
所
・
警
察
・
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
に
電
話
な
ど
で
届
け

出
を
し
、
迷
子
札
を
付
け
た
り
、
動

シ
ニ
ア
の
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
＆
出

張
就
労
相
談
会
ｉ
ｎ
白
井

　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
白
井
市
・
鎌
ケ
谷
市
・
印
西

市
・
栄
町
が
共
催
で
、
多
様
な
働
き

方
の
現
状
や
新
し
い
仕
事
観
・
採
用

の
具
体
的
な
事
例
を
テ
ー
マ
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
と
就
労
に
関
す
る
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
と
就
労
相
談
は
雇
用
保

険
受
給
者
の
活
動
実
績
に
な
り
ま
す
。

日
程
　
27
日
㈮

時
間
　
セ
ミ
ナ
ー
　
午
前
10
時
〜
午

後
0
時
30
分
、
就
労
相
談
会

午
後

1
時
45
分
〜
4
時
30
分

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
セ
ミ
ナ
ー
　
原
則
55
歳
以
上

の
人
　
30
人
　
就
労
相
談
会
　
3
人

（
ど
ち
ら
も
申
し
込
み
順
）

※
セ
ミ
ナ
ー
ま
た
は
就
労
相
談
会
の

み
の
参
加
も
で
き
、
就
労
相
談
会
は

年
齢
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
　
電
話
で
市
商
工
振
興
課
商
工
振

興
班
　
内
線
3
2
4
1
へ

問
　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

☎
0
4
3
（
2
4
5
）
9
4

2
0

〜
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
出
張
版

「
ジ
ョ
ブ
・
サ
ー
チ

i
n
白
井
・
印
西
・
鎌
ケ
谷
」
〜

地
元
企
業
の
職
場
見
学
バ

ス
ツ
ア
ー

　
若
者
の
就
職
支
援
施
設
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ち
ば
」
と
白
井
市
・
印
西
市
・

鎌
ケ
谷
市
が
共
催
で
、
地
元
企
業
の

職
場
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
す
。

◆
児
童
手
当
現
況
届

　
こ
の
届
け
は
、
毎
年
6
月
1
日
の

現
況
を
記
載
し
、
引
き
続
き
受
給
要

件
に
該
当
す
る
か
を
確
認
す
る
た
め

の
書
類
で
す
。

　
未
提
出
の
場
合
、
6
月
分
以
降
の

手
当
の
支
給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

◆
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

　
こ
の
届
け
は
、
毎
年
8
月
1
日
の

現
況
を
記
載
し
、
引
き
続
き
受
給
要

件
に
該
当
す
る
か
を
確
認
す
る
た
め

の
書
類
で
す
。

　
未
提
出
の
場
合
、
8
月
分
以
降
の

手
当
の
支
給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※
「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」
は
提

出
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら

も
現
況
届
が
未
提
出
の
人
は
、
早
め

に
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
消
費
税
率
の
引
上
げ
の
影
響
な
ど

を
踏
ま
え
、
子
育
て
世
帯
へ
給
付
さ

れ
る
給
付
金
の
申
請
期
限
は
、
12
月

1
日
㈫
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
で
す
。

　
給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
申
請
が

必
要
で
す
の
で
、
申
請
が
済
ん
で
い

な
い
人
は
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
期
限
ま
で
に
申
請
が
な
い

場
合
は
、
給
付
金
の
受
け
取
り
を
辞

退
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
申
請
書
は
「
児
童
手
当
・

特
例
給
付
現
況
届
」
に
「
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
申
請
欄
を

設
け
て
い
ま
す
。
児
童
手
当
現
況
届

が
未
提
出
の
場
合
は
給
付
金
の
申
請

も
済
ん
で
い
ま
せ
ん
。
現
況
届
が
手

元
に
あ
り
ま
し
た
ら
期
限
内
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者
　
平
成
27
年
6
月
分
の

児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
除
く
）
の

受
給
者

※
特
例
給
付
と
は
、
平
成
26
年
の
所

　市から内容確認の問い合わせを行うことが
ありますが、ATM（現金自動預払機）の操
作をお願いしたり、給付金を支給するために
その手数料などの振り込みを求めることは絶
対にありません。
　不審な電話がかかってきた場合は、すぐに
市の窓口や印西警察署　☎0476（42）0110
または警察相談専用電話（♯9110）に連絡
をしてください。

　
現
況
届
の
提
出
は
済
ん
で
い
ま
す
か
　

「電話de詐欺」などにご注意ください！ 得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限
限
度
額

以
上
で
あ
る
人
（
児
童
1
人
当
た
り

月
額
5
、
0
0
0
円
支
給
さ
れ
る
人
）

を
い
い
ま
す
。

問
　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
7

　赤ちゃんとコミュニケーションができる「ベビーサイン」
を楽しく学んでみませんか。
日時　18日㈬　午前10時30分～ 11時30分
場所　子育て支援センターふれんど（南山保育園内）
対象　生後3カ月～ 1歳6カ月の子とその保護者　12組（申し
込み順）
講師　日本ベビーサイン協会認定講師　大釜みづ江さん
持ち物　飲み物
■申・■問　2日㈪の午前9時から電話か直接ふれんど（南山保育
園内）　☎（491）1131へ

子育て支援センター「ふれんど」

子育て支援施設からのお知らせ

11
月
は
動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策
強
化
月
間

第
５
次
総
合
計
画
前
期

基
本
計
画
（
素
案
）

意
見
数
　
3
件

●
市
の
計
画
体
系
に
お
い
て
、
健
康
・

福
祉
分
野
の
方
針
を
示
す
基
幹
計
画

は
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
補
完
的
役
割
を

白
井
市
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
（
素
案
）

意
見
数

　
4
件

●
低
炭
素
社
会
・
循
環
型
社
会
を
構

各
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
に
つ
い
て

　
「
第
5
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
（
素
案
）」
「
白
井
市
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
素
案
）」
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
9
月
1
日
か
ら
14
日

ま
で
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

意
見
を
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。

主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
意
見
と
検
討
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
市
役
所
1
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

示
す
「
地
域
福
祉
計
画
」
で
は
な
い

と
考
え
る

●
重
点
戦
略
ご
と
に
「
あ
る
一
家
の

風
景
」
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
障
が

い
の
あ
る
人
や
、
病
気
な
ど
の
困
難

を
抱
え
た
人
た
ち
を
支
え
る
ス
ト
ー

リ
ー
も
入
れ
て
欲
し
い

●
循
環
型
社
会
の
形
成
の
た
め
に
、

「
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事

業
」
を
継
続
し
て
欲
し
い

問
　
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班

内

線
3
3
5
1
・
3

スマイル（清水口）・ふれんど（南山）・ドリーム☆ポケット（は
なぶさ）・こざくらキッズ（こざくら）・いづみ（白井ふじ保
育園）の子育て支援施設が合同で、紙芝居や工作・モグラた
たき・的当てなどのコーナー遊びを行います。親子で参加し
てみませんか。
日時　19日㈭　午前10時30分～ 11時30分（受け付け　午前10
時～）
場所　冨士センター
対象　未就学児とその保護者（自由参加）
■問　スマイル（清水口保育園内）　☎（491）8201、ふれんど（南
山保育園内）　☎（491）1131

5園合同企画事業「みんなであそぼう」

育児講座「卒乳・断乳」
日時　26日㈭　午後2時～ 3時30分
場所　子育て支援センタースマイル（清水口保育園内）
対象　市内在住の乳幼児とその保護者　20組（申し込み順）
講師　河上千恵子助産師
■申・■問　2日㈪から電話か直接スマイル（清水口保育園内）
☎（491）8201へ

子育て支援センター「スマイル」

築
す
る
た
め
に
、「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
・
利
用
促
進
、
既
存

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
度
利
用
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
の
整
備
」
に
つ
い
て
追

記
し
て
欲
し
い

●
災
害
に
強
い
都
市
を
つ
く
る
た
め

に
、「
最
低
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

が
で
き
る
よ
う
な
電
源
や
熱
源
の
多

重
化
な
ど
に
配
慮
し
た
防
災
拠
点
の

整
備
」
に
つ
い
て
追
記
し
て
欲
し
い

●
低
密
度
住
宅
地
区
に
お
い
て
、
遊

べ
る
緑
地
や
公
園
が
不
足
し
て
い
る

●
緑
・
農
地
の
保
全
と
、
イ
ン
フ
ラ

の
整
っ
た
駅
周
辺
の
街
の
再
活
性
化

が
重
要

問
　
都
市
計
画
課
計
画
整
備
班

内

線
3
2
3
6
・
7

物
病
院
で
「
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
」
を

装
着
す
る
な
ど
飼
い
主
が
分
か
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

・
動
物
は
責
任
を
も
ち
最
後
ま
で
面

倒
を
見
ま
し
ょ
う

※
動
物
が
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は

新
し
い
飼
い
主
を
探
し
、
見
つ
か
ら

な
い
場
合
は
動
物
を
絶
対
に
捨
て
ず

に
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
定
期

的
に
「
犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
教

室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

動
物
愛
護
や
し
つ
け
方
、
動
物
由
来

感
染
症
な
ど
に
つ
い
て
、
学
校
、
地

域
の
勉
強
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す

の
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
☎

0
4
3
（
4
8
3
）
1
1
3
7
、　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
　
☎
0

4
7
6
（
9
3
）
5
7
1
1

　
採
用
担
当
者
や
先
輩
社
員
か
ら
直

接
話
を
聞
く
こ
と
で
、
求
め
ら
れ
る

人
材
や
仕
事
内
容
な
ど
を
詳
し
く
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
程
　
12
月
3
日
㈭

時
間
　
セ
ミ
ナ
ー
　
午
前
10
時
〜
正

午
、
企
業
見
学

午
後
1
時
〜
5
時

30
分

※
終
了
時
間
は
交
通
事
情
な
ど
に
よ

り
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所
　
セ
ミ
ナ
ー
　
鎌
ケ
谷
市
役
所

※
見
学
企
業
は
決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
見
学
す
る
企
業
へ
は
バ
ス
で
移
動

し
ま
す
。

対
象
　
セ
ミ
ナ
ー
と
企
業
見
学
の
両

方
に
参
加
で
き
る
15
〜
39
歳
（
高
校

生
を
除
く
）
で
就
職
・
転
職
を
考
え

て
い
る
人
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

※
学
生
で
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、

平
成
28
年
3
月
卒
業
見
込
者
を
対
象

と
し
ま
す
。

申
・
問

　
電
話
で
商
工
振
興
課
商
工

振
興
班

内
線
3
2
4
1
へ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

27
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　4月25日に文化会館
中ホールで「しろいふ
るさと大使委嘱式」を
行いました。委嘱式に
は多くの皆さんが集ま
り、ふるさと大使の皆
さんのあいさつとパ
フォーマンスで会場が
にぎわいました。

平
日
に
開
催
し
、
1
回
あ
た
り
2
時

間
程
度
の
会
議
時
間
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

報
酬

1
回
6
、
6
0
0
円

申
・
問

　
所
定
の
応
募
用
紙
（
企
画

政
策
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
30
日
㈮
ま
で
に
郵
送

か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
　
内
線

3
3
5
3
・

k
ik
ak
u
-seisak

u

@
city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

「
住
民
意
識
調
査
」
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
市
で
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
「
白
井
市
第
5
次
総
合
計

画
（
平
成
28
年
度
か
ら
10
年
間
の
計

画
）」
と
市
の
都
市
計
画
に
関
す
る

基
本
方
針
と
な
る
「
白
井
市
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
平
成
28
年
度
か
ら

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

Q
　
大
手
証
券
会
社
を
名
乗
り
「
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
場
を
つ
く

る
会
社
が
社
債
を
発
行
す
る
。
値
上

が
り
確
実
で
人
気
が
高
く
、
選
ば
れ

た
人
し
か
買
え
な
い
。
あ
な
た
が
当

選
し
た
の
で
連
絡
し
た
が
、
必
要
な

け
れ
ば
権
利
を
売
っ
て
ほ
し
い
」
と

言
わ
れ
た
。

　
一
度
は
断
っ
た
が
、
今
度
は
別
の

会
社
か
ら
電
話
が
あ
り
、
も
っ
と
高

く
買
い
取
る
と
言
わ
れ
た
。

　
突
然
の
勧
誘
話
で
驚
い
て
い
る
。

勧
誘
を
信
じ
て
も
大
丈
夫
か
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

A
　
こ
の
よ
う
に
「
あ
な
た
が
選
ば

れ
た
」「
社
債
の
権
利
を
高
く
買
う
」

な
ど
と
言
っ
て
、
数
人
で
勧
誘
し
て

く
る
「
劇
場
型
勧
誘
」
と
呼
ば
れ
る

電
話
勧
誘
の
被
害
が
、
高
齢
者
を
中

心
に
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　「
あ
な
た
の
名
義
を
貸
し
て
く
れ

た
ら
謝
礼
を
払
う
か
ら
、
申
込
書
だ

け
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
、
軽

い
気
持
ち
で
応
じ
た
と
こ
ろ
、
後
か

ら
「
名
義
貸
し
が
知
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
た
め
、
一
時
的
に
金
を
立

て
替
え
て
ほ
し
い
、
そ
う
し
な
い
と

裁
判
に
な
る
」
と
脅
か
さ
れ
、
怖
く

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
か
た
っ
た

「
劇
場
型
勧
誘
」
に
ご
用
心
！

な
り
数
百
万
円
を
支
払
っ
た
後
、
相

手
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
と
い

う
話
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
限
ら
ず
、
テ
レ

ビ
や
新
聞
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
時

事
の
話
題
や
、
大
企
業
や
病
院
の
移

転
計
画
な
ど
の
地
域
の
話
題
を
巧
妙

に
利
用
し
、
う
ま
く
話
を
作
っ
て
相

手
を
そ
の
気
に
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

信
用
さ
せ
る
た
め
に
立
派
な
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
送
っ
て
き
た
り
、
有
名
企

業
や
団
体
名
を
勝
手
に
名
乗
る
こ
と

も
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
る
日
突
然
、
電
話
や
郵
便
で
知

ら
な
い
人
か
ら
「
ウ
マ
イ
儲も

う
け
話
」

が
く
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
も
こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ

た
ら
、
話
を
聞
か
ず
に
電
話
を
切
り
、

何
度
も
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も
、

毅き
ぜ
ん然
と
し
た
態
度
で
き
っ
ぱ
り
と
断

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
留
守
番

電
話
に
し
て
お
く
の
も
良
い
手
段
で

す
。

　
困
っ
た
と
き
に
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
〜
金
曜
日

　
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

市
役
所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
178

「
総
合
計
画
審
議
会
」

の
委
員
を
募
集

　
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
計
画

行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
総
合
計
画

審
議
会
の
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
審
議
会
は
、
市
の
総
合
計
画

策
定
に
関
す
る
諮
問
に
応
じ
、
調
査

や
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
計
画
の

推
進
状
況
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　
委
員
は
、
今
回
募
集
を
す
る
市
民

委
員
5
人
と
学
識
経
験
を
有
す
る
者

5
人
、
諸
団
体
の
代
表
者
5
人
の
15

人
で
構
成
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
で
20
歳

以
上
の
人

　
5
人

※
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
し
、
結
果

に
つ
い
て
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し

ま
す
。

任
期

　
委
嘱
日
か
ら
3
年
間

※
審
議
会
は
、
年
間
3
〜
4
回
程
度

20
年
間
の
計
画
）」
の
策
定
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
識

や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
計
画
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
住
民
意
識
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人
で
、

無
作
為
に
抽
出
し
た
市
民
2
、
5
0

0
人
を
対
象
に
、
5
月
中
に
調
査
票

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班

内

線
3
3
5
1
・
3

行
事
の
共
催
お
よ
び
後

援
に
つ
い
て

　
市
お
よ
び
市
教
育
委
員
会
で
は
、

市
民
が
自
主
的
に
行
う
行
事
を
支
援

す
る
た
め
、
一
定
の
承
認
基
準
を
満

た
し
て
い
る
行
事
の
共
催
お
よ
び
後

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
共
催
や
後
援
を
希
望
す
る
団
体
は
、

申
請
書
（
総
務
課
、
教
育
総
務
課
、

◆
総
合
計
画
と
は

　
総
合
計
画
は
市
が
総
合
的
、
計

画
的
な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く

上
で
の
長
期
的
な
基
本
指
針
と
な

る
も
の
で
、
市
の
最
も
上
位
に
位

置
付
け
ら
れ
る
計
画
で
す
。

　
こ
の
計
画
は
「
基
本
構
想
」「
基

本
計
画
」「
実
施
計
画
」
の
3
つ

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

緑のカーテン講座
日程 時間 場所

6月1日㈰

10：00 ～
12：00 白井駅前センター

14：00 ～
16：00 桜台センター

6月7日㈯

10：00 ～
12：00

西白井複合セン
ター

14：00 ～
16：00 冨士センター

～上下水道課からのお知らせ～

市営水道の一部給水区域で異物の混入が
ありました
　市営水道の一部給水区域において水道水に黒いきょ
う雑物（異物）が混入する事例がありました。
　市では、配水管の洗浄作業などを行い「安全・安心
な水」の供給に努めていますが、もしもこのような事
例を確認したときは、次のとおり対応をお願いします。
【台所や風呂、洗面所など個別の水栓から出る水のみに
混じっている場合】
　水栓に組み込まれているゴムパッキンや、湯水混合
水栓につながるホース内面のゴムの劣化が考えられま
す。また、給湯系統（赤い蛇口）のみの場合は給湯器
が原因と考えられます。設備メーカーまたは給水装置
指定工事店に相談してください。
【トイレの便器に出る水に混じっている場合】
　便器に送る水をためておくタンク内に使用されてい
るゴム管やゴムフロートの劣化が考えられます。設備
メーカーまたは給水装置指定工事店に相談してくださ
い。
【蛇口や便器など複数の水栓から出る水に混じっている
場合】
　配水管から水道メーター付近までの配管材として使
用されているゴムパッキンや配水施設に使用されてい
るゴムの劣化が考えられますので、上下水道課へ連絡
をしてください。
■問　上下水道課維持管理班　内線3454・5

危険業務従事者叙勲
　4月12日に第22回危険業務従事者叙勲
受章者が発表され、市内では大津さんが
受章されました。
瑞宝双光章
　【警察功労】
　　大津孝雄さん（桜台在住）

＜元皇宮警察＞

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
総
務
課
ま

た
は
教
育
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
4
月
1
日
か
ら
申
請
書
お

よ
び
承
認
基
準
な
ど
が
変
更
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
行
事
と
は
】

　
展
覧
会
や
講
習
会
、
研
究
会
、
競

技
会
、
そ
の
他
集
会
ま
た
は
催
し
物

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

【
共
催
と
は
】

　
行
事
の
企
画
ま
た
は
運
営
に
参
加

し
、
共
同
主
催
者
と
し
て
の
責
任
の

一
部
を
分
担
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

【
後
援
と
は
】

　
行
事
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
そ
の
開

催
を
援
助
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

承
認
基
準

●
市
ま
た
は
教
育
委
員
会
の
施
策
上
、

明
ら
か
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の

●
団
体
も
し
く
は
そ
の
機
関
ま
た
は

こ
れ
ら
の
長
が
主
催
す
る
も
の

●
市
の
区
域
お
よ
び
こ
れ
に
隣
接
す

る
地
域
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

市
民
の
幅
広
い
参
加
が
期
待
で
き
る

も
の

●
全
市
的
な
規
模
も
し
く
は
こ
れ
に

準
ず
る
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
規
模

を
有
す
る
も
の

●
営
利
を
目
的
と
し
な
い
も
の

●
政
治
的
色
彩
を
有
し
な
い
も
の

●
宗
教
的
色
彩
を
有
し
な
い
も
の

●
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
も
の
、
そ

の
他
社
会
的
非
難
を
受
け
る
お
そ
れ

が
な
い
も
の

申
・
問

　
市
の
共
催
ま
た
は
後
援
を

希
望
す
る
場
合
は
総
務
課
行
政
班
　

内
線
3
3
1
2
・
3
、
教
育
委
員
会

の
共
催
ま
た
は
後
援
を
希
望
す
る
場

合
は
教
育
総
務
課
総
務
班

内
線
3

4
1
2
・
4
へ

公
共
下
水
道
事
業
の
縦
覧

　「
白
井
市
印
旛
沼
流
域
関
連
公
共

下
水
道
」
事
業
計
画
の
変
更
に
よ
る
、

事
業
計
画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
日
時
　
16
日
㈮
〜
29
日
㈭
　
午

前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所
　
市
役
所
4
階
上
下
水
道
課

変
更
概
要
　
事
業
区
域
の
変
更
な
ど

問
　
上
下
水
道
課
計
画
建
設
班

内

線
3
4
5
2

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
4
月
18
日
か
ら
25
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実

施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い

て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目
　
セ
リ
、
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
リ
ー

フ
レ
タ
ス
、
山
東
菜
、
イ
ン
ゲ
ン

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班

内
線
3
2
5

1
〜
4

緑
の
カ
ー
テ
ン
講
座

　
今
夏
の
節
電
に
対
す
る
意
識
の
向

上
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
「
緑
の

カ
ー
テ
ン
づ
く
り
」
に
向
け
た
ゴ
ー

ヤ
お
よ
び
ア
サ
ガ
オ
の
栽
培
に
関
す

る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
者
に
は
講
座
に
関
係
し
た
苗

木
を
差
し
上
げ
ま
す
。

日
時
・
場
所
　
下
表
の
と
お
り

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
　

各
会
場
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

無
料

申
・
問

　
5
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
直
接
環
境
課
環
境
保
全
班

内
線

3
2
7
6
・
7
へ

しろいふるさと大使を委嘱しました

委嘱を受けたしろいふるさと大使の皆さん

　委嘱を記念して、大使の皆さんが1枚の色紙に書いたサインを
2人にプレゼントします。
※応募は1人1通とし、応募者多数の場合は抽選を行います。
また当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。
■申・■問　郵便番号、住所、氏名を記入の上、26日㈪（当日必着）
までにはがきかEメールで秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～
4・{ hisyo@city.shiroi.chiba.jpへ

2014.5.153
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　市では、平成28年度からの新たなまちづくりの指針である「第５次総合計画」と都市計画に関する基本方針である「都市マスタープラン」を策
定しているところです。計画の策定に当たり、市民のまちづくりに対する意向などを把握するため、「住民意識調査」を実施しました。
　皆さんからいただいたご意見は、第５次総合計画や都市マスタープランの策定に生かしていきます。
　調査結果内容の詳細は、企画政策課や市ホームページ、情報公開コーナーで閲覧できます。
　また、市民の意見を計画の策定に反映させるために「総合計画・都市マスタープラン勉強会」と「タウンミーティング」を開催し、10年後の白
井市の将来像について意見交換をしました。その詳細については広報しろい9月15日号でお知らせします。
■問　企画政策課企画政策班　内線3351・3

市民から見た白井市　～住民意識調査の結果～
◆調査の概要
調査は次のとおり実施しました。
調査期間　5月16日～ 5月30日
調査対象　市内在住の18歳以上の男女　2,500人
抽出方法　住民基本台帳より無作為抽出
回収率　44・5㌫（1,113人が回答）
調査方法　郵送配付・郵送回収

市について
【質問】あなたは白井市についてどう思いますか。
（1つ選択）
　「好き」「どちらかというと好き」を合わせた、白井市に好感を持っ
ている回答者は約7割でした。

市の住みやすさについて
【質問】あなたは白井市の住みやすさについてどう思
いますか。（1つ選択）
　「住みやすい」「どちらかというと住みやすい」を合わせた、住みや
すさを感じている人は6割強でした。

都市基盤に必要なことについて
【質問】あなたは、市のこれからの都市整備に必要な
ことは何だと思いますか。（1つ選択）
　「市街地の区域は拡大せずに、現在の市街地の未利用地を活用し、
緩やかな人口増加を目指す」が最も多く挙げられていました。

定住意識について
【質問】あなたはこれからずっと白井市に住み続けたいと
思いますか。それとも市外に移住したいと思いますか。
（1つ選択）
　「当分住み続けたい」が最も多く約4割となっており、「永住したい」と
合わせた、住み続けたい人は6割強でした。

【質問】上の質問で「永住したい」「当分住み続けたい」
と答えた人にお聞きします。あなたが白井市に住み続け
たいと思う理由は何ですか。（3つまで選択）

0 10 20 30 40 50 60 70%

65.1%
58.2%

36.7%
28.1%

13.7%
12.0%
11.5%

8.0%
6.6%

4.9%

4.7%

3.7%

3.2%
2.6%

持ち家があるから

自然環境が良いから

日常生活が便利だから

友達や知り合いがいるから

転居するには経済的負担が大きいから

まちに愛着があるから
生まれ育ったまちだから
通勤・通学に便利だから

市の発展に期待できるから

無回答

他に住みたいまちが見つからないから

その他

教育環境が良いから

転居するには身体的負担が大きいから

　「持ち家があるから」、「自然環境が良いから」が多く、続いて「日常生
活が便利だから」「友達や知り合いがいるから」が多く挙げられていました。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

◆調査項目とその結果
調査は、「市の住みやすさ」や「市の取り組みの満足度と

重要度」「市のまちづくり」など33項目を設け、アンケート
形式で実施しました。
　主な項目とその結果は次のとおりです。
　多くの市民の皆さんにご協力いただきありがとうございま
した。

「第5次総合計画」「都市マスタープラン」の策定に向けて「第5次総合計画」「都市マスタープラン」の策定に向けて

10年後の白井市はこうなっていて欲しい！（タウンミーティングにて）
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※
会
議
は
年
間
5
回
程
度
で
す
。

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
市
民
活

動
支
援
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
13
日
㈮
（
必
着
）

ま
で
に
、
Ｅ
メ
ー
ル
か
直
接
市
民
活

動
支
援
課
市
民
活
動
支
援
班
　
内
線

3
1
5
1
・
2
・

 sh
im
in
k
atsu

dou@
city.shiroi.chiba.jp

へ

納
付
を
忘
れ
ず
に

　
　

　
〜
市
・
県
民
税
〜

　
市
・
県
民
税
の
納
付
期
限
は
30
日

㈪
で
す
。

　
市
税
な
ど
は
納
期
限
内
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
（
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延

滞
金
が
掛
か
り
ま
す
）
。

　
納
税
通
知
書
は
6
月
中
旬
に
発
送

し
ま
す
。

　
市
税
の
納
税
は
、
口
座
振
替
を
利

用
す
る
と
便
利
で
す
。
ま
た
市
税
な

ど
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
除

く
）
は
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
収
税
課
収
税
班

内
線
3
1
2

1
〜
5

6
月
は
「
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
推
進
強
化
月

間
」
で
す

　
万
が
一
の
時
、
事
故
の
被
害
を
軽

減
す
る
た
め
に
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
が
有

効
で
す
。
昨
年
の
自
動
車
乗
車
中
の

事
故
に
よ
る
県
内
死
者
数
45
人
中
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
は
24
人

（
53
・
3
㌫
）
と
半
数
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
車
を
運
転
す
る
人
や
同
乗
す
る
家

族
、
知
人
の
身
の
安
全
を
守
る
た
め
、

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

春の叙勲
　4月29日に政府から「春の叙勲」の受章者
が発表され、市内では辻さんが受章しました。
瑞宝中綬章
 辻靖三さん（大山口在住）

＜元土木研究所長＞

ベナン共和国大使講演会
　ゾマホン・ルフィン駐日ベナン共和国大使を
招き、西アフリカに位置するベナンの文化や歴
史、アフリカと日本のことについて、日本語で
講演を行います。
　ゾマホン・ルフィン大使は、約20年日本に滞
在し、テレビのバラエティー番組でタレントと
して活躍され、2011年に駐日特命全権大使に就
任されました。
日時　28日㈯　午後2時～ 4時
（開場　午後1時30分～）
場所　文化会館中ホール
対象　一般　150人（先着順）
※事前申し込みの必要はあり
ません。
参加費　無料
■問　企画政策課男女共同参画
室内線3355・白井国際交流協
会　☎（497）3040

庁
舎
整
備
基
本
計
画
が
決
定
し
ま
し
た

　
広
報
し
ろ
い
2
月
1
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
「
白
井
市
庁
舎
整
備

基
本
計
画
（
案
）
」
に
つ
い
て
は
、

住
民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
（
意
見
募
集
）
を
経
て
、
3
月
27

日
に
川
岸
梅
和
庁
舎
建
設
等
検
討
委

員
会
委
員
長
か
ら
伊
澤
市
長
へ
答
申

書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
政
策

会
議
に
諮
り
、
4
月
21
日
に
「
白
井

市
庁
舎
整
備
基
本
計
画
」
を
決
定
し

ま
し
た
。

　
庁
舎
の
整
備
手
法
に
つ
い
て
は

「
A
案
・
新
築
案
」「
B
案
・
既
存

免
震
改
修
＋
新
築
案
」「
C
案
・
既

存
減
築
改
修
＋
新
築
案
」
を
経
済
性

や
機
能
性
か
ら
比
較
検
討
し
た
結
果
、

C
案
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
判
断
し

決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
計
画
は
、
管
財
契
約
課

や
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
度
に
基
本
設
計
、
平

成
27
年
度
に
実
施
設
計
を
行
い
、
平

成
28
年
度
に
新
築
棟
建
設
工
事
、
平

成
29
年
度
に
減
築
改
修
棟
工
事
を
行

う
予
定
で
す
。

　
市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
と
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
30

年
4
月
の
全
庁
舎
開
庁
を
目
指
し
て

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
住
民
説
明
会
お
よ
び
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
主
な
意
見
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
住
民
説
明
会
】

（
開
催
日
2
月
8
日
、
意
見
数
12
件
）

●
整
備
手
法
の
検
討

●
建
設
費
等
の
ほ
か
に
光
熱
水
費
の

検
討

●
警
察
機
能
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る

駐
車
台
数
の
確
保

●
白
井
駅
方
面
か
ら
の
庁
舎
へ
の
出

入
り

●
事
業
費
の
縮
減

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
】

（
実
施
期
間
1
月
28
日
〜
2
月
21
日
、

意
見
数
52
件
）

●
事
業
費
の
縮
減

●
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
等
行
政
機
能

の
検
討

●
耐
震
性
・
省
エ
ネ
等
施
設
性
能
の

検
討

●
市
民
活
動
機
能
の
確
保

●
議
会
機
能
の
位
置
お
よ
び
議
場
の

有
効
利
用

●
警
察
署
分
庁
舎
の
位
置
お
よ
び
警

察
車
両
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
区
別

●
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
文
化
セ
ン

タ
ー
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス

※
意
見
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
い
た
だ
い
た
意
見
に
つ
い
て
は
、

参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
管
財
契
約
課
管
財
契
約
班

内

線
3
3
4
1
・
2

市
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
に
お
け
る
立
候
補
予

定
者
の
説
明
会
を
開
催

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
を
、
7
月
6
日
㈰
に
行
う

予
定
で
す
。

　
立
候
補
を
予
定
す
る
人
に
対
し
て
、

次
の
と
お
り
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

6
月
9
日
㈪

午
後
1
時
30

分
〜

場
所
　
市
役
所
3
階
第
2
会
議
室

対
象
　
市
内
在
住
20
歳
以
上
で
、
市

内
に
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
人

内
容
　
選
挙
日
程
や
立
候
補
手
続
き

の
説
明

問
　
選
挙
管
理
委
員
会

内
線
3
3

1
2
・
3

西
白
井
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
建
設
準
備
委
員

会
の
公
募
委
員
を
募
集

　
市
で
は
、
西
白
井
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
の
建
設
に
関
し
、
同
施
設

の
設
計
お
よ
び
管
理
運
営
な
ど
を
調

査
審
議
す
る
た
め
、
西
白
井
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
建
設
準
備
委
員
会

を
設
置
し
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
人
も
委
員
と
し
て
会

議
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
一
時
保

育
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
西
白
井
4
丁
目
に
在
住
し
、

地
区
の
代
表
者
と
し
て
委
員
会
に
参

加
し
た
い
人
も
、
併
せ
て
募
集
し
ま

す
。

対
象
　
①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
で
、
18
歳
以
上
の
人
　
2
人

②
西
白
井
4
丁
目
に
在
住
し
、
18
歳

以
上
で
、
地
区
代
表
者
と
し
て
委
員

会
に
参
加
し
た
い
人
　
1
人

※
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
し
、
選
考

結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

任
期
　
7
月
下
旬
か
ら
施
設
の
建
設

が
終
了
す
る
ま
で

報
酬

会
議
1
回
6
、
6
0
0
円

用
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班

内

線
3
3
2
2

移
動
交
番
を
開
設
し
ま
す

　
6
月
の
移
動
交
番
の
開
設
予
定
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　「
振
り
込
め
詐さ

ぎ欺
」
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
相
談
に
来
て
く
だ

さ
い
。

日
時
・
場
所
　
3
日
㈫
、
10
日
㈫
　

午
前
10
時
〜
正
午
・
運
動
公
園
、
16

日
㈪
　
午
後
2
時
〜
3
時
、
27
日
㈮

午
後
2
時
〜
4
時
・
セ
ー
ブ
オ
ン
千

葉
白
井
店
（
西
白
井
）
、
28
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午
・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

白
井
河
原
子
店

臨
時
開
設
　
13
日
㈮
　
午
後
1
時
〜

2
時
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
（
印
西
市
）

問
　
印
西
警
察
署
地
域
課
　
☎
0
4

7
6
（
4
2
）
0
1
1
0

内
線
2

9
1

〜
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎

調
査
お
よ
び
商
業
統
計

調
査
を
実
施

　
総
務
省
お
よ
び
経
済
産
業
省
で
は
、

7
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
、
全
国

す
べ
て
の
事
業
所
お
よ
び
企
業
を
対

象
に
「
経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調

査
」
と
「
商
業
統
計
調
査
」
を
一
体

的
に
実
施
し
ま
す
。

　「
経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査
」

は
、
事
業
所
・
企
業
の
基
本
的
構
造

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
各
種

統
計
調
査
の
母
集
団
情
報
の
整
備
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま

す
。

　「
商
業
統
計
調
査
」
は
、
商
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
商
業
に
関
す

る
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
は
次
の
2
つ
の
方
法
で
行
い

ま
す
の
で
、
調
査
の
目
的
に
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
調
査
内
容
は
、
法
律
に
よ
り
統
計

以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
統
計
調
査
員
に
よ
る
調
査
】

支
社
な
ど
の
な
い
事
業
所
お
よ
び

新
設
さ
れ
た
事
業
所
を
対
象
に
、
統

計
調
査
員
が
6
月
末
ま
で
に
「
調
査

員
証
」
を
携
行
し
て
伺
い
ま
す
。

　
回
答
方
法
は
統
計
調
査
員
に
調
査

票
を
提
出
す
る
方
法
の
ほ
か
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
回
答
で
き
ま
す
。

【
本
社
等
一
括
調
査
】

　
支
社
な
ど
を
持
つ
企
業
ま
た
は
組

織
の
本
社
な
ど
に
、
調
査
書
類
を
郵

送
し
ま
す
。

　
企
業
ま
た
は
組
織
全
体
の
内
容
と

と
も
に
、
支
社
等
ご
と
の
従
業
者
数

や
売
上
金
額
な
ど
に
つ
い
て
も
、
本

社
な
ど
に
お
い
て
、
郵
送
ま
た
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
回
答
し

て
く
だ
さ
い
。

問
　
企
画
政
策
課
情
報
管
理
班

内

線
3
3
5
8

「総合計画・都市マスタープラン」の勉強会を開催
～市のこれからの「まちづくり」について一緒に考えてみませんか～

　市では、平成28年度からの新たな市のまちづくりの指針となる「第5次総合計画」と
市の都市計画に関する基本方針となる「都市マスタープラン」を策定しています。
　策定に当たり、将来の白井市の姿について皆さんと一緒に考える勉強会を開催します。
　勉強会では、それぞれの計画について説明するとともに、参加した皆さんが自由に意
見交換をする「ワークショップ」も行います。
日時　21日㈯・22日㈰　午後2時～ 5時（開場　午後1時30分～）
場所　保健福祉センター
対象　市内在住・在勤・在学者　各日30人（申し込み順）
※このほか無作為抽出により選出した人（各日70人程度）も参加します。
内容　総合計画と都市マスタープランについて、市の現状について、ワークショップ
「10年後の白井市の将来像について」（内容は2日間とも同じです）
■申・■問　氏名、住所、電話番号、年齢、性別、参加希望日を、13日㈮までに電話かファ
クス、Eメールまたは直接企画政策課企画政策班　内線3351・3・{ kikaku-seisaku@
city.shiroi.chiba.jpへ

答申書を手渡す川岸委員長（右側）

ゾマホン大使

移動交番

30
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「臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金」の申請期限は9月30日㈫まで
※期限後の申請は受け付けできません。今すぐご確認を！

■問　臨時福祉給付金　社会福祉課厚生班　☎（497）3482　　子育て世帯臨時特例給付金　児童家庭課児童家庭班　☎（497）3487

広

報

主 な 内 容
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白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。No.761

9.15
■行政改革の取り組み状況 ………………2
■ふるさとまつりボランティアを募集 …3
■特定健診を受診しましょう ……………4
■みんなで築こう「安心と活力ある健康長
寿社会」 ……………………………………4
■大ホール・中ホールの愛称とロゴマーク
に投票を ……………………………………5

ワークショップで出た意見をまとめている様子（桜台センター）

平成 26年
（2014 年）

⬆

市では、平成28年度からの新たなまちづくりの指針である「第5次総
合計画」と都市計画に関する基本方針である「都市マスタープラン」を
策定しているところです。
　計画の策定に当たり、市民のまちづくりに対する意向などを把握する
ため、「総合計画・都市マスタープラン勉強会」および「タウンミーティ
ング」を開催し、市の将来像についてワークショップを実施しました。
皆さんからいただいたご意見は、第5次総合計画や都市マスタープラ

ンの策定に生かしていきます。
ワークショップの主な意見は下表のとおりです。開催当日の資料や意

見の詳細は市ホームページや情報公開コーナーで閲覧できます。
■問　企画政策課企画政策班　内線3351・3

開催日：6月21日㈯・22日㈰
場所：保健福祉センター
参加人数：55人（2日間で）
テーマ：「10年後の白井市の望ましい将来像を描こう」

開催日：7月12日㈯・13日㈰・19日㈯
場所：各センター（6カ所）
参加人数：146人（各センター 6カ所合計）
テーマ：「10年後の白井市とこの地域の望ましい将来像を描こう」（地域および市全体）

ワークショップの意見の概要

分野別【項目】 主な意見

①元気で暮らせる
まち
【健康・医療・福祉】

•仲間づくりができるまち（サロンの充
実など）

•認知症予防ができるまち、認知症患者
が快適にすごせるまち
•車いすでも気軽に出かけられるまち

②産業や経済が元
気なまち
【農・商・工業】

•遊休農地が有効活用されているまち
•「おいしい」「おしゃれ」「楽しさ」が
あるまち
•高齢者が働けるしくみのあるまち

③子どもが元気に
育つまち
【子育て】

•自然の中で遊べるまち
•パパ、ママのコミュニティが充実した
まち

•子育て相談ができるまち
•保育園の待機児童がゼロになるまち

④環境を大切にす
るまち
【環境】

•散策道などで自然・水辺の利活用がで
きるまち
•森など自然環境を次世代へ残すことが
できるまち
•エネルギー政策があるまち

⑤人と文化を育む
まち
【教育・生涯学習】

•共に生き、共に学ぶまち、偏見・差別
のないまち

•文化や学びの世代間交流ができるまち
•小さくてもインターナショナルなまち

⑥安全で快適に暮
らせるまち
【都市・防災・防犯】

•緑と住居がうまく配置されているまち
•子どもの安全な通学路が確保されてい
るまち

•災害弱者対策が整備されているまち

ワークショップの意見の概要
会場

（グループ数） 地域の将来像の主な意見 市全体の将来像の主な意見

冨士センター
（5）

•地域で一人暮らしの見守りができる地域
•防災公園のある地域
•雨水排水の整備で浸水のない安全な地域

【健康・医療・福祉関係】
•障がい者にやさしいまち
•健康寿命が長いまち
【農・商・工業関係】
•ナシやなし坊などのキャラクター、
自
じねんじょ

然薯などのPRにより全国に知ら
れるまち
•地産地消のまち
【子育て関係】
•働きながら子育てができるまち
•子育て前の子作りに注目したまち
【環境関係】
•里山などが残るまち
•生ごみの有効活用ができるまち
•エネルギーの地産地消ができるまち
【教育・生涯学習関係】
•文化・伝統を伝えられるまち
•各学校間の交流があるまち
【都市・防災・防犯関係】
•防犯に強いまち、防災拠点が分か
るまち
•交通機関の利便性が高いまち
•空き家活用ができるまち
【その他】
•知識、経験のある市民の人材活用
ができるまち
•自助、共助、公助のできるまち
•若者などみんなが定住するまち

西白井複合セ
ンター
（5）

•地区計画による質の高い住宅地であ
る地域
•小学校を中心に役割をもって交流で
きる地域
•世代間の交流の場がある地域

桜台センター
（3）

•若い人とのコミュニケーションがと
れる地域
•農村地域と交流できる地域
•自治会の加入率が高い地域

白井コミュニ
ティセンター
（2）

•地域への愛着、消防団や地域の見守
りの大切さをを子どもたちへ伝えら
れる地域
•自治会加入率向上のためにバーベキュ
ーなどみんなで楽しめるイベントがあ
る地域

白井駅前セン
ター
（6）

•駅前が商業施設など魅力あり、活性
化される地域
•コミュニティリーダーが育つ地域
•地域サロンなど男性参加が盛んな地域

公民センター
（4）

•地域と工業団地が交流できる地域
•交通の便がよい地域（市循環バス、
　民間路線バスなど）
•自然を生かした地域、ナシや野菜な
どをPRできる地域　

総合計画・都市マスタープラン勉強会の概要 タウンミーティングの概要

総合計画・都市マスタープランの策定に向けて
～市のこれからのまちづくりについて意見をいただきました～

第 5次総合計画・都市マスタープラン策定　今後のスケジュール

　　　　　　◆勉強会、タウンミーティングのワー
クショップでいただいた意見などを反映した「第 5
次総合計画の基本構想」（将来像、基本理念、施策の
大綱、人口フレーム、土地利用）の素案を作成

◆基本構想素案の報告会開催予定
◆パブリックコメント実施予定

※報告会、パブリックコメントの詳細日程について
は広報、市ホームページなどでお知らせします。

12 月
9 月～ 11 月
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振り込め詐欺多発！「怪しい」と感じたらすぐ相談を　印西警察署　☎0476（42）0110

人口　62,790人（＋ 29）
男　　31,417人（＋ 22）
女　　31,373人（＋  7）
世帯　24,381戸（＋ 35）
※1月末日現在。
（　）内は前月比。No.772

3.1
平成 27年
（2015 年）

附 金 に お け る 説
明 会 の 開 催 に つ い て

白井市都市マスタープランの
策定説明会を開催します

　市では、平成28年度を初年度とする新たな市のまちづくりの方針とな
る「第5次総合計画基本構想」および「都市マスタープラン」について、
市民の皆さんの意見をいただきながら作業を進めてきました。
　このたび、「第5次総合計画基本構想（素案）」において「将来像」や「将
来都市構造図」がまとまり、今後これを実現するため、「都市マスタープ
ラン」において土地利用や道路などの都市施設の整備に関する基本的な
方針を示す必要があります。
　これらの策定には、市民参加・協働の取り組みにより幅広く市民の皆
さんの意見を聴くとともに、まちづくりへの理解も必要となります。
　このようなことから、都市マスタープラン策定について下記のとおり
説明会を開催します。
日時　15日㈰　午後2時～ 5時
場所　保健福祉センター 3階団体活動室
対象　市内に在住、在勤または在学の人
内容　将来都市構造図に関する説明やグループワークなど
※参加については、事前の申し込みは必要ありません。
■問　都市計画課計画整備班　内線3236・7

千葉県
決定

　県および印西都市計画区域の各市（白井市、印西市）では、平成27
年度中の決定を目標に、都市計画区域の整備、開発および保全の方針
を定める「印西都市計画区域マスタープラン」（千葉県決定）の策定を
進めています。
　このたび、計画の素案がまとまりましたので、市民の皆さんのご意
見を公募します。
閲覧期間　3日㈫～ 17日㈫
閲覧場所　都市計画課、市役所1階情報公開コーナー、図書館、各セン
ター（市ホームページでも閲覧できます）
対象　市内に在住、在勤または在学の人（法人または団体を含む）、利
害関係人
意見の提出方法　17日㈫（消印有効）までに任意様式に意見、住所、氏名、
連絡先を記入し、ファクス、メール、郵便または下記まで持参
※閲覧場所に設置する意見回答箱に投函もできます。
※必要事項の記入のないものは無効となります。また、提出に要する
諸費用は提出者の負担となります。
■申・■問　都市計画課計画整備班　内線3236・N（491）3510・{toshi-
keikaku@city.shiroi.chiba.jpへ

印西都市計画区域マスタープラン
（素案）の意見公募

■平成27年度当初予算案など …… 2・3
■市内の放射線量の状況と今後の放射線
対策…………………………………………4
■第５次総合計画基本構想（素案）の市民
説明会およびパブリックコメントの結果
について……………………………………5
■白井市産タケノコ出荷制限解除………6

　今までのホームページより簡
単に情報にたどり着くことがで
き、誰もが使いやすいホーム
ページとするため、公式ホーム
ページを、本日、全面リニュー
アルしました。
　デザインや情報の分類を見直
すだけでなく、利便性を向上さ
せる新しい機能も追加していま
すので、ぜひご利用ください。
■問　企画政策課情報管理班
内線3357

緊急時には
専用トップページで

情報を素早く、適切に発信

注意：ホームページをリニューア
ルするにあたり、トップページ以
外はURLが変更されています。
　「お気に入り」や「ショートカッ
ト」などにページを登録している
場合は変更をお願いします。

市のホームページが
本日リニューアルしました
市のホームページが
本日リニューアルしました

白井市からの
情報を発信

「こ
ども
ナビ
」

子育
て支
援サ
イト
！

「長
生き
ナビ
」

高齢
者支
援サ
イト
！

特産
品紹
介！

※一部実際の画面と異なる場合があります。
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品
種
の
開
発
な
ど
も
手
掛
け
て
お
り
、

数
年
後
に
は
ど
の
家
庭
の
庭
先
で
も

同
植
物
園
で
開
発
さ
れ
た
新
品
種
を

見
か
け
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
千
葉
大
学
な
ど
の
学
生
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）
や
、
市

内
の
中
学
生
の
職
業
体
験
な
ど
も
受

け
入
れ
る
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
活

動
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
商
工
会
で
開
始
し
た
「
暮

ら
し
な
ん
で
も
お
助
け
隊
」
の
会
員

に
も
登
録
し
、
市
内
全
域
へ
お
祝
い

や
お
見
舞
い
用
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
か
ら
、
洋
ラ
ン
や
寄
せ
植

え
な
ど
の
鉢
物
の
贈
答
用
の
配
達
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
2
代
目
の
高
橋
社
長
に
今
後
に
つ

い
て
話
を
伺
う
と
「
お
客
様
が
花
に

触
れ
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
応
援
し

て
行
き
、
皆
さ
ん
が
暮
ら
し
の
中
で

草
花
の
持
つ
魅
力
や
癒
や
し
に
よ
っ

て
健
康
や
幸
福
感
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
花
の
あ
る
ま
ち
に

し
て
い
き
た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
、
土
に
触
れ
草
花
を
育

て
て
花
に
癒
や
さ
れ
る
暮
ら
し
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

内

線
3
2
4
3

　
今
回
は
、
木
下
街
道
沿
い
で
白
井

運
動
公
園
入
り
口
付
近
を
季
節
の
花

で
彩
る
、
㈲
高
橋
植
物
園
を
紹
介
し

ま
す
。

　
高
橋
植
物
園
は
、
昭
和
46
年
に
梨

農
家
で
あ
っ
た
先
代
の
社
長
が
、
洋

ラ
ン
栽
培
を
始
め
て
、
以
降
花か

き卉
栽

培
を
専
業
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
頃
に
は
、
現
在
の
植
物

園
の
形
態
で
開
業
し
、
豊
富
な
切
り

花
や
、
洋
ラ
ン
類
、
季
節
も
の
の
草

花
な
ど
の
販
売
か
ら
発
送
ま
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
5
年
程
前
か
ら
は
、
鉢
や
バ
ス
ケ

ッ
ト
な
ど
の
寄
せ
植
え
や
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
昨
年
か
ら
は
新

た
な
寄
せ
植
え
手
法
の
「
ギ
ャ
ザ
リ

ン
グ
」
な
ど
、
花
に
関
連
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
講
習
会
を
園
内
で
行
っ
て
い

ま
す
。
同
園
で
は
、
土
の
管
理
方
法

か
ら
草
花
の
育
て
方
、
切
り
花
の
魅

力
な
ど
の
質
問
に
対
し
て
、
誠
意
を

持
っ
て
答
え
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。

　
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
は
、
市

内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
で
、
管
理

会
社
や
廃
棄
物
の
処
理
業
者
と
連
携

し
て
、
自
宅
で
咲
き
終
わ
っ
た
花
の

鉢
な
ど
の
回
収
を
す
る
時
に
新
た
な

草
花
な
ど
が
購
入
で
き
る
、
手
軽
な

植
物
の
循
環
型
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組

み
も
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
「
宿

し
ゅ
っ
こ
ん
そ
う

根
草
」
な
ど
の
新

発
見
!
白
井
の
仕
事
人　

〜
花
と
触
れ
合
う
暮
ら
し
を
応
援
し
ま
す
〜

有
限
会
社
高
橋
植
物
園 25

総
合
計
画
審
議
会
か
ら

「
第
5
次
総
合
計
画
基

本
構
想
」
に
つ
い
て
答

申
を
受
け
ま
し
た

　「
第
5
次
総
合
計
画
」
の
策
定
に

あ
た
り
、
10
年
後
の
市
の
あ
り
た
い

姿
で
あ
る
将
来
像
や
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
方

向
性
や
目
標
を
定
め
る
「
基
本
構

想
」
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
審
議
会

か
ら
3
月
12
日
に
答
申
書
を
受
け
ま

し
た
。

　
答
申
で
は
、「
基
本
理
念
」「
将
来

像
」「
重
点
戦
略
」「
将
来
人
口
」「
将

来
都
市
構
造
（
土
地
利
用
な
ど
に
つ

い
て
）
等
か
ら
な
る
基
本
構
想
（
案
）

に
、
次
の
3
つ
の
意
見
が
付
さ
れ
ま

し
た
。

●
市
民
と
の
共
通
認
識
を
は
か
り
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
努
め
る
と

と
も
に
、
多
様
な
主
体
と
の
協
働
、

分
野
横
断
的
な
取
り
組
み
を
更
に
進

め
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
効
果
的

な
施
策
展
開
を
進
め
ら
れ
た
い

●
市
の
資
源
を
発
掘
し
、
磨
き
上
げ

る
と
い
う
視
点
や
資
源
を
循
環
さ
せ

る
と
い
う
視
点
を
重
視
し
、
持
続
的

に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ら

れ
た
い

●
市
民
自
ら
が
ま
ち
を
育
て
て
い
く

環
境
づ
く
り
を
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
を
活
か
し
た
地
域
を
つ
く
り
、

地
域
と
地
域
の
交
わ
り
が
市
全
体
の

活
力
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ら
れ
た
い

　
今
後
、
市
で
は
、
第
5
次
総
合
計

画
基
本
構
想
（
案
）
を
議
会
に
諮
っ

て
い
き
ま
す
。

　「
基
本
構
想
（
案
）
答
申
書
」
の

内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班

内

線
3
3
5
1
・
3

4月から国民年金保険料の
納付金額が変更になります
　4月から平成28年3月分までの国民年金保険料は、
月額15,590円です。
　保険料は、日本年金機構から送られる納付書によ
り、金融機関や郵便局、コンビニエンスストアで納
めることができます。また、クレジットカードによ
る納付や口座振替でも納めることができます。
　所得が少ないなどの理由により、保険料の納付が
困難な場合は、保険料の免除や猶予される制度があ
りますので、詳細については日本年金機構船橋年金
事務所もしくは市保険年金課へ問い合わせてくださ
い。
■問　日本年金機構 船橋年金事務所　☎047（424）88
11、市保険年金課保険年金班　内線3174・9

地区別ワークショップ開催日程
日程 時間 場所 対象となる小学校区

5月16日㈯

午後2時～ 5時

白井駅前センター
南山小学校区
池の上小学校区

5月17日㈰ 西白井複合センター
清水口小学校区
大山口小学校区
七次台小学校区

5月24日㈰ 冨士センター 白井第三小学校区
5月30日㈯ 公民センター 白井第二小学校区
5月31日㈰ 桜台センター　 桜台小学校区
6月6日㈯ 白井コミュニティセンター 白井第一小学校区

参加して語ろう　皆さんのアイデアを
　　～第5次総合計画・都市マスタープラン策定に向けた

地区別のワークショップを開催します～

　市では、平成28年度からの新たな市のまちづくりの指針となる「第5次総
合計画」と市の都市計画に関する基本方針となる「都市マスタープラン」を
策定しています。
　これまで、両計画の策定に係るアンケート調査や勉強会、タウンミーティ
ングなどでいただいた意見を参考に計画づくりを進め、「第5次総合計画」に
おけるまちづくりの基本的な方針となる「基本構想」の案がまとまりました。
　そこで、基本構想で掲げた10年後の将来像や3つの「まちづくり重点戦略」
を実現するための具体的な取り組みについて、市民同士で話し合うワーク
ショップを開催します。
参加にあたり、事前の申し込みは必要ありません。
小さな子どもがいる人でも気軽に参加できるよう、一時保育を行います。

一時保育は無料で利用できます。希望する場合は事前に申し込みが必要です
ので、4月24日㈮までに申し込んでください。
　一緒にまちづくりを考えてみませんか。
日程・時間・場所・対象となる小学校区　下表のとおり
※なるべく住んでいる小学校区での参加をお願いします。各会場とも駐車場
には限りがありますので、できるだけ徒歩や自転車で来場してください。
■問　企画政策課企画政策班　内線3351・3

＜戦略1＞　若い世代定住プロジェクト
　快適な生活空間の創出、子育てを安心して楽しめる環境づくり、
質の高い教育環境づくり、活躍の場づくりなど、単身世帯・子育
て世代など若い世代の定住を促進するまちづくりを進めます。

＜戦略2＞　みどり活用プロジェクト
　環境保全の取り組み、みどりを活かした憩いの場づくり、みど
りとしての農地の保全、農の営みを活かした風景づくり、農産物
の地産地消や加工等による高付加価値化の取り組みなど、まちの
みどりを活かしたまちづくりを進めます。

＜戦略3＞　拠点創造プロジェクト
　駅前や市役所周辺の都市拠点づくり、サロンなど目的に応じて
人が集まる場や空間づくり、市内外の人が交流する拠点づくり、
交通弱者でも移動しやすい環境づくりなど、さまざまな拠点があ
るまちづくりを進めます。

基本構想で位置づけた3つのまちづくりの重点戦略

季節の花であふれている店内

ギャザリングで植えた花

ときめきとみどりあふれる快活都市
　市民とみどりは「白井市」の財産です。
　今あるみどりを守り、まちの風景として育み、“みどり”あふれ
るまちづくりを進めていくことが大切です。
　市民一人一人が生活の快適さを感じ、みどりとの触れ合いがそ
の快適さを高め、暮らしを楽しむ“ときめき”あふれるまちづく
りを進めます。
　そして、人のつながり、みどりとの触れ合いが、人、地域そし
てまちの活力を生み出し、だれもが「快適」で「活力」あるまち
を愛し、誇り、新しいことにチャレンジする“ときめき”あふれ
るまちづくりを進めます。

10年後の将来像

←←

お
知
ら
せ
コ
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ナ
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総合計画審議会より答申を受けました
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　印西地区消防組合では、平成28年
度に採用を予定している消防および
救急などの業務を行う消防職員（救
急救命士を含む）を募集する職員採
用試験を実施します。
試験日　9月20日㈰
試験会場　佐倉市立佐倉中学校
募集人数　昭和62年4月2日から平成
10年4月1日までに生まれた人　9人
程度

※募集にあたり別途身体基準があります。基準内容については、印西地区消防組
合ホームページで確認するか、直接問い合わせてください。
　日本国籍を有しない人、地方公務員法第16条に定める欠格条項に該当する人は
受験できません。
　申込書は7月16日㈭から印西地区消防組合消防本部総務課（印西市）、白井市ま
たは印西市内の各消防署で配布の予定で、印西地区消防組合ホームページからダ
ウンロードすることができます。
■申・■問　7月28日㈫から8月14日㈮（消印有効）までに郵送か平日の午前9時から
午後5時までに直接〒270―1387　印西市牧の原2―3　印西地区消防組合消防本部
総務課人事係　☎0476（46）9922へ

平成27年度消防職員採用試験

印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
延
命
化
工
事
第
2

回
説
明
会
を
開
催

　
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
で

は
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
伴
い
延

命
化
工
事
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
8
月
2
日
㈰

午
前
10
時
〜

正
午

場
所
　
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組

合
（
印
西
市
）

問
　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
技
術
班

☎
0
4
7
6
（
4
6
）
2
7
3
3

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
る
の
で
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第
2
回
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
説
明
会
を
開
催

　
市
で
は
、
平
成
28
年
度
を
初
年
度

と
す
る
新
た
な
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
と
な
る
「
第
5
次
総
合
計
画
」

と
「
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
つ

い
て
、
市
民
参
加
に
よ
る
策
定
作
業

を
進
め
て
お
り
「
総
合
計
画
基
本
構

想
（
案
）」
に
お
い
て
3
つ
の
「
ま

ち
づ
く
り
の
重
点
戦
略
」
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
受
け
、
3
月
15
日
に
第

1
回
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
説
明
会

を
開
催
し
「
都
市
づ
く
り
戦
略
プ
ラ

ン
（
素
案
）」
を
ま
と
め
ま
し
た
の

で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
土
地
利
用
方
針
な

ど
を
ま
と
め
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん

の
意
見
交
換
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
も
行
い
ま
す
。

日
時
　
4
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
5
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在

学
の
人
（
申
し
込
み
不
要
）

内
容
　「
都
市
づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン

（
素
案
）」
に
つ
い
て
の
説
明
と
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク

問
　
都
市
計
画
課
計
画
整
備
班

内

線
3
2
3
6
・
7

　印西地区消防組合では、管内応急手当の普及啓発
を図るため、印西地区消防組合管内の人を対象に、
AED使用訓練を含んだ普通救命講習を実施します。
※災害発生時や発生する恐れがある場合は、講習を中
止することがあります。
日時　18日㈯　午前9時～正午
場所　印西地区消防組合消防本部（印西市）
対象　一般　30人（申し込み順）
※申込者が5人に満たない場合は中止します。
■申・■問　本日から14日㈫正午までに電話で印西地区
消防組合消防本部警防課救急救助係
☎0476（46）9964へ

普通救命講習受講募集

「結婚50周年の夫婦」と
「三世代夫婦同居世帯」へ記念品を贈ります

　9月15日㈫から21日㈷までは「老人福祉週間」
です。
　市では、その事業の一環として結婚50周年（金
婚）の夫婦と三世代夫婦同居（三夫婦）世帯を
祝うために記念品を贈ります。
金婚夫婦　昭和40年9月1日から昭和41年8月31日
までの間に婚姻届を提出し、ともに市内に居住し
ている夫婦
三夫婦世帯　平成26年9月1日から平成27年8月

31日までの間に三世代の夫婦になり、三夫婦ともに市内で同居している
世帯
■申・■問　該当している夫婦、世帯の人は、住所、それぞれの氏名、電話番号、
夫婦の場合は婚姻日と現在の本籍地を7月31日㈮までに電話で高齢者福祉
課高齢者支援班　☎（497）3484へ

～印西地区消防組合からのお知らせ～

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

変
更
許
可
申
請
に
係
る

関
係
図
書
の
縦
覧

　
株
式
会
社
和
光
サ
ー
ビ
ス
が
河
原

子
字
仲
割
3
2
6
番
1
外
4
筆
に
計

画
す
る
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
に
係

る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
変
更
許
可

申
請
書
と
生
活
環
境
影
響
調
査
書
を

縦
覧
し
ま
す
。

期
間
　
7
月
29
日
㈬
ま
で
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

場
所
　
市
環
境
課
、
県
環
境
生
活
部

廃
棄
物
指
導
課
、
県
印
旛
地
域
振
興

事
務
所
（
佐
倉
市
）

申
・
問

　
変
更
許
可
申
請
に
係
る
意

見
書
を
提
出
す
る
人
は
郵
送
で
8

月
13
日
㈭
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

〒
2
6
0
―
8
6
6
7

　
千
葉
市
中

央
区
市
場
町
1
―
1

　
県
環
境
生
活

部
廃
棄
物
指
導
課
　
☎

0
4
3

（
2
2
3
）
2
6
5
5
へ

アメリカの高齢者介護施設で行われた認知症改善の取り組みを
追ったドキュメンタリー映画「僕がジョンと呼ばれるまで」を上映
します。
スタッフのジョンは入居者に毎日「僕の名前を知っていますか」

と尋ねますが、答えはいつも「いいえ」でした。
　しかし「脳トレ」で知られる川島隆太教授らが開発した、読み書
きや計算を行なうことで認知症改善を目指す「学習療法」に挑戦す
ることで、入居者に大きな変化が見られ、再び趣味やおしゃれを楽
しむなど、笑顔と自分らしさを取り戻していく様子が描かれています。
　映画を通じて「認知症」について一緒に考えてみませんか。
日時　25日㈯　午後2時30分～（受け付け　午後2時～）
場所　文化会館なし坊ホール
対象　一般
参加費　無料（申し込み不要）
■問　白井市ボランティア連絡協議会　鶴岡☎（491）8704、
高齢者福祉課高齢者支援班　☎（497）3484

　今年は、戦後70周年の節目の年にあたり、戦没者等の遺族に
国として改めて弔慰の意を表するため、特別弔慰金を支給します。
　戦没者等の死亡当時の遺族で、平成27年4月1日付けで恩給法
に基づく公務扶助料や遺族援護法に基づく遺族年金等を受ける
人がいない場合に、下記の順番により遺族に支給されます。

支給内容　額面25万円、5年償還の記名国債
請求期間　平成30年4月2日㈪まで
※期限を過ぎると請求ができません。
■申　直接社会福祉課へ（提出書類は社会福祉課にあります）
■問　社会福祉課厚生班　☎（497）3482、千葉県健康福祉指導課
☎043（223）2337

戦没者の遺族の皆さんへ
～第10回特別弔慰金が支給されます～

映画「僕がジョンと呼ばれるまで」を上映します

戦没者等の死亡当時のご遺族で
1.平成27年4月1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護
法による弔慰金の受給権を取得した人
2.戦没者等の子
3.戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
※要件により順番が入れ替わります。
4.上記1から3以外の三親等内の親族（甥、姪など）
※戦没者等の死亡時まで引き続き1年以上生計関係を
有していた人に限ります。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

平成27年度採用職員の放水訓練

ＡＥＤ講習の様子
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消

防

出

初

式

〜
消
防
活
動
へ
の
功
労
者
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
〜

Q
　
年
金
を
取
り
扱
う
業
者
か
ら

「
現
在
住
ん
で
い
る
持
ち
家
を
担
保

に
す
れ
ば
、
年
金
を
支
給
す
る
。
家

に
は
ず
っ
と
住
め
る
し
、
死
亡
後
に

は
土
地
や
家
の
名
義
を
こ
ち
ら
で
変

更
す
る
」
と
誘
わ
れ
た
。
一
人
暮
ら

し
な
の
で
自
分
が
死
亡
し
た
後
に
家

を
処
分
さ
れ
る
の
は
構
わ
な
い
し
、

以
前
新
聞
で
そ
の
よ
う
な
制
度
が
あ

る
と
読
ん
だ
覚
え
が
あ
る
が
、
心
配

な
の
で
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か
教

え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
代
・
女
性
）

A
　
高
齢
者
が
自
宅
に
住
み
な
が
ら
、

そ
の
持
ち
家
を
担
保
に
し
て
金
融
機

関
や
行
政
機
関
な
ど
か
ら
生
活
資
金

を
借
り
、
自
分
が
死
亡
し
た
場
合
や

契
約
が
終
了
し
た
際
に
そ
の
持
ち
家

を
売
却
ま
た
は
処
分
す
る
な
ど
し
て
、

借
入
金
や
利
息
を
一
括
返
済
す
る
制

度
を
「
リ
バ
ー
ス
モ
ゲ
ー
ジ
制
度
」

と
言
い
ま
す
。
し
か
し
契
約
の
満
期

業
者
か
ら
「
自
宅
を
担
保
に
し
て
年

金
を
受
け
取
れ
る
」
と
誘
わ
れ
た

を
超
え
て
本
人
が
生
存
し
て
い
る
場

合
は
、
契
約
終
了
時
に
借
入
残
高
を

返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

本
質
は
通
常
の
借
金
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
持
ち
家
の
自
宅
を
売
却
ま

た
は
処
分
す
る
時
点
で
の
価
値
が
借

入
残
高
を
下
回
る
、
い
わ
ゆ
る
「
担

保
割
れ
」
が
起
こ
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
は
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
ケ
ー
ス
は
年
金
に
関
す
る

業
者
と
名
乗
る
民
間
会
社
か
ら
の
勧

誘
で
あ
る
た
め
、
担
保
型
の
「
リ
バ

ー
ス
モ
ゲ
ー
ジ
制
度
」
に
似
せ
た
内

容
の
商
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
商
法
は
、
契
約
の
内
容
が
実
際

に
は
不
動
産
の
売
買
契
約
で
あ
る
場

合
が
あ
り
「
自
宅
を
担
保
に
し
て
年

金
が
も
ら
え
る
」
と
巧
み
に
誘
い
、

実
際
は
担
保
で
は
な
く
持
ち
家
や
土

地
を
買
い
取
っ
て
し
ま
う
と
い
う
内

容
で
す
。
も
し
契
約
す
る
と
所
有
権

が
移
転
し
て
し
ま
う
た
め
、
突
然
立

ち
退
き
を
迫
ら
れ
た
り
年
金
も
払
わ

れ
な
か
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
契
約
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
「
お

か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
163

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

消

防

出

初

式

〜
消
防
活
動
へ
の
功
労
者
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
〜

　
市
で
は
、
新
春
恒
例
の
「
消
防
出

初
式
」
を
1
月
20
日
に
行
い
ま
し
た
。

今
回
か
ら
会
場
を
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
な
ど
に
変
更
し
、
消
防
団
員
や
消

防
職
員
合
計
3
5
4
人
が
参
加
し
て

市
長
に
よ
る
式
辞
や
消
防
団
長
の
訓

示
、
車
両
の
分
列
行
進
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
式
典
で
は
、
消
防
活
動
に
尽

力
し
た
消
防
団
員
・
職
員
が
表
彰
を

受
け
、
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

◆
千
葉
県
知
事
表
彰

【
功
労
章
】

山
﨑
喜
志
（
本
部
分
団
長
）

武
藤
孝
行
（
第
二
分
団
復
二
部
団
員
）

五
十
嵐
政
和（
第
一
分
団
谷
田
部
団
員
）

櫻
井
孝
至
（
印
西
地
区
消
防
組
合
消

防
司
令
）

【
精
勤
章
】

谷
嶋
薫
（
本
部
副
分
団
長
）

押
田
知
之
（
第
二
分
団
復
二
部
班
長
）

今
井
正
和
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
）

今
井
充
陽
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
）

平
川
正
之（
第
一
分
団
十
余
一
部
団
員
）

石
井
豊（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部
団
員
）

◆
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
労
章
】

鈴
木
昭
彦
（
第
二
分
団
副
分
団
長
）

平
川
和
夫
（
印
西
地
区
消
防
組
合
消

防
司
令
補
）

【
精
勤
章
】

山
﨑
和
則
（
第
一
分
団
副
分
団
長
）

山
口
賢
（
第
三
分
団
河
原
子
部
班
長
）

宇
賀
祐
人
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部

団
員
）

武
藤
樹
幸
（
印
西
地
区
消
防
組
合
消

防
司
令
補
）

中
根
秀
一
（
印
西
地
区
消
防
組
合
消

防
司
令
補
）

◆
千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
長
表
彰

中
村
強
司
（
本
部
副
分
団
長
）

押
田
真
秀
（
第
二
分
団
副
分
団
長
）

鈴
木
照
実
（
第
一
分
団
副
分
団
長
）

小
松
憲
明
（
第
三
分
団
副
分
団
長
）

福
田
健
夫（
第
三
分
団
平
塚
東
部
部
長
）

大
伯
誠
（
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防

司
令
補
）

◆
千
葉
県
消
防
協
会
印
旛
支
部
長
表
彰

【
功
労
章
】

海
老
原
正
人
（
第
三
分
団
副
分
団
長
）

岡
田
純
一
（
第
三
分
団
今
井
部
部
長
）

山
﨑
孝
行
（
第
三
分
団
中
部
団
員
）

【
勤
続
章
】

井
手
久
就
（
第
三
分
団
清
戸
部
部
長
）

梶
原
和
弘（
第
三
分
団
小
名
内
部
部
長
）

井
上
志
郎
（
第
一
分
団
白
井
部
団
員
）

長
谷
川
則
夫（
第
二
分
団
冨
士
部
団
員
）

【
精
勤
章
】

中
嶋
智
彦
（
第
二
分
団
七
次
部
部
長
）

桑
島
正
浩
（
第
二
分
団
七
次
部
班
長
）

冨
澤
正
宏（
第
一
分
団
十
余
一
部
団
員
）

大
塚
昌
弘
（
第
一
分
団
清
戸
部
団
員
）

武
藤
正
典
（
第
一
分
団
清
戸
部
団
員
）

齊
藤
勝（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部
団
員
）

板
橋
忍
（
第
三
分
団
中
部
団
員
）

秋
谷
由
至
（
第
三
分
団
名
内
部
団
員
）

秋
本
孝
一
（
第
一
分
団
白
井
部
団
員
）

寺
田
忠
雄
（
第
三
分
団
富
塚
部
団
員
）

◆
白
井
市
長
表
彰

成
毛
大
輔（
第
一
分
団
神
々
廻
部
団
員
）

松
田
浩
明
（
第
一
分
団
白
井
部
部
長
）

押
田
幸
雄
（
第
二
分
団
復
二
部
団
員
）

石
井
雄
宇
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部

団
員
）

平
川
真
弘
（
第
二
分
団
七
次
部
団
員
）

川
上
孝
（
第
二
分
団
中
木
戸
部
団
員
）

根
本
泰
之
（
第
二
分
団
木
部
団
員
）

森
山
貴
之
（
第
二
分
団
富
塚
部
部
長
）

川
鍋
干
城
（
第
三
分
団
中
部
団
員
）

山
﨑
誠
（
第
三
分
団
名
内
部
班
長
）

今
井
剛
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
）

山
﨑
優
作（
第
三
分
団
平
塚
東
部
団
員
）

藤
枝
孝
（
第
三
分
団
平
塚
西
部
団
員
）

市長から表彰を受ける消防団員

消防団員募集
　消防団は「自分たちのまちは自分たちで守
る」という郷土愛護の精神の下、地域防災の
要として災害から人命・財産を守り続けてき
た、歴史ある有償ボランティア団体です。
　消防団は、火災・地震・台風などの災害が
発生した場合に消防署と協力して迅速な消
火・救出活動を行い、また地域での火災予防
活動やそのための教育・訓練などを行ってい
ます。
　身分は非常勤特別職の公務員に該当し、火災などで出動した場合には
手当が支給され、5年以上勤務して退団した場合には退職報償金が支給
されます。
対象　市内在住・在勤か近隣に居住している18歳以上
■問　市民安全課消防防災班　内線3323

◆
白
井
市
長
・
白
井
市
消
防
団
長
表
彰

第
三
分
団
平
塚
東
部

第
二
分
団
七
次
部

※
こ
の
表
彰
は
、
千
葉
県
消
防
協
会

印
旛
支
部
消
防
操
法
大
会
に
ポ
ン
プ

車
・
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
出
場
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

問
　
市
民
安
全
課
消
防
防
災
班

内

線
3
3
2
3
・
6

交
通
指
導
員
を
募
集
し

て
い
ま
す

　
交
通
指
導
員
は
、
児
童
・
生
徒
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
交
通
安

全
教
室
や
通
学
路
で
の
街
頭
指
導
を

実
施
し
、
ま
た
市
民
の
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
駅
前
広
場

や
交
差
点
な
ど
で
街
頭
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
指
導
員
は
現
在
24
人
（
男
性

16
人
、
女
性
8
人
）
が
市
か
ら
委
嘱

を
受
け
、
警
察
や
交
通
安
全
協
会
と

連
携
し
て
交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め

の
各
種
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
市
で
は
4
月
以
降
に
活
動
す
る
交

通
指
導
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

任
期
　
2
年

対
象
　
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
で

交
通
安
全
に
対
し
て
の
意
識
・
識
見

が
あ
り
、
指
導
力
の
あ
る
人
　
6
人

報
酬
　
年
2
6
、
0
0
0
円

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班

内

線
3
3
2
2

環
境
審
議
会
委
員
を
募

集
し
ま
す

　
市
で
は
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る

基
本
的
事
項
や
重
要
事
項
に
つ
い
て

審
議
す
る
環
境
審
議
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

任
期

　
委
嘱
日
か
ら
2
年

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
満
20
歳

以
上

　
5
人

報
酬

　
会
議
1
回
6
、
6
0
0
円

※
会
議
は
年
3
回
程
度
開
催
し
ま
す
。

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
環
境
課
、

各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
28
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

か
直
接
環
境
課
環
境
保
全
班

内
線

3
2
7
6
へ

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ

れ
る
ご
み
の
減
量
や
適
正
な
処
理
方

法
な
ど
に
つ
い
て
審
議
す
る
廃
棄
物

減
量
等
推
進
審
議
会
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

任
期
　
委
嘱
日
か
ら
2
年

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
満
20
歳

以
上
　
4
人

報
酬
　
会
議
1
回
6
、
6
0
0
円

※
会
議
は
年
2
回
程
度
開
催
し
ま
す
。

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
環
境
課
、

各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
28
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

か
直
接
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班

内
線
3
2
7
4
へ

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
1
月
18
日
か
ら
25

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
検
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
検
査
の
結
果
、
全
て
の
品
目
に
お

い
て
放
射
性
物
質
は
「
検
出
せ
ず
」

で
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
品
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
実
施
分
　
ハ
ク
サ
イ
、
レ
タ
ス
、

キ
ク
イ
モ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

県
実
施
分

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
放
射
性
物
質

が
存
在
し
な
い
か
、
検
出
で
き
る
測

定
下
限
値
未
満
で
あ
る
こ
と
を
示
し

ま
す
。
測
定
下
限
値
は
検
出
器
お
よ

び
検
査
容
器
の
容
量
や
密
度
な
ど
の

諸
条
件
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

市
が
所
有
す
る
検
出
器
で
は
セ
シ
ウ

ム
1
3
4
・
1
3
7
の
合
計
値
で
23

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。

一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
は
、
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で

す
。

問
　
農
政
課
農
政
班

内
線
3
2
5

1
〜
4

35
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

友
好
都
市
提
携
週
間

〜
私
た
ち
の
友
達
キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
市
〜

　
市
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
ビ

ク
ト
リ
ア
州
キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
市
と
平

成
10
年
2
月
13
日
に
友
好
都
市
提
携

を
結
び
、
今
年
で
18
年
を
迎
え
ま
す
。

　
提
携
後
は
、
市
民
や
中
学
生
同
士

の
相
互
訪
問
や
、
子
ど
も
た
ち
が
描

い
た
絵
の
交
換
な
ど
を
行
い
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
に
友
好
都
市

キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
市
の
魅
力
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
2
月
13

日
か
ら
19
日
ま
で
を
「
友
好
都
市
提

携
週
間
」
と
し
、
期
間
中
は
写
真
展

第
2
次
環
境
基
本
計
画

中
間
見
直
し
（
素
案
）

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
市
の
環
境
保
全
に
係
る

施
策
の
大
き
な
方
針
を
示
す
「
白
井

市
第
2
次
環
境
基
本
計
画
」
の
中
間

見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。
計
画
期

間
は
平
成
24
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で

で
す
。
こ
の
た
び
、
計
画
の
素
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
公
募
し
ま
す
。

※
い
た
だ
い
た
意
見
は
見
直
し
に
あ

た
っ
て
の
参
考
と
し
検
討
結
果
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
3
日
㈬
〜
16
日
㈫

閲
覧
場
所
　
環
境
課
、
市
役
所
1
階

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
、
各

セ
ン
タ
ー
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
）

対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
、
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法

人
や
団
体
、
本
計
画
に
利
害
関
係
を

有
す
る
人

意
見
の
提
出
方
法
　
16
日
㈫
ま
で
に

任
意
様
式
で
意
見
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
図
書
館
や

各
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
あ
る
回
収

箱
に
投
函
す
る
か
、
郵
送
（
当
日

消
印
有
効
）、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、

ま
た
は
直
接
環
境
課
へ

※
氏
名
な
ど
の
必
要
事
項
の
記
載
が

な
い
も
の
は
無
効
と
な
り
ま
す
。
応

募
に
要
す
る
諸
費
用
は
応
募
者
本
人

の
負
担
で
す
。

問
　
環
境
課
環
境
保
全
・
放
射
線
対

策
班
　
内
線
3
2
8
7
・

k
an

k
y
ou
@
city
.sh
iroi.ch

iba

.jp

へ

国
民
年
金
保
険
料
は
口

座
振
替
が
便
利
で
す

　
年
金
は
納
付
を
忘
れ
る
と
、
老
齢
・

障
害
・
遺
族
な
ど
の
各
種
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
に
す
る
こ
と
で
納
め
忘

れ
も
な
く
な
り
、
前
納
に
よ
る
割
引

制
度
も
あ
る
た
め
便
利
で
す
。

　
口
座
振
替
の
納
付
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
（
下
表
参
考
）。

前
納
制
度

　
6
カ
月
・
1
年
・
2
年
分
を
ま
と

め
て
口
座
振
替
で
納
付
す
る
こ
と
で

納
付
を
忘
れ
ず
に

　
29
日
㈪
は
次
の
市
税
な
ど
の
納
期

限
で
す
。

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
4

期
分
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
8
期
分
）

●
介
護
保
険
料
（
8
期
分
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
8
期

分
）

　
市
税
な
ど
は
納
期
限
内
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
（
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延

滞
金
が
掛
か
り
ま
す
）。

　
市
税
な
ど
の
納
付
は
、
口
座
振
替

を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。
ま
た
市

税
な
ど
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
除
く
）
は
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
収
税
課
収
税
班

内
線
3
1
2

1
〜
5

も
に
、
病
害
虫
の
駆
除
も
い
ろ
い
ろ

な
資
材
を
使
い
農
薬
を
減
ら
す
努
力

を
行
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
お
客

さ
ん
に
安
心
し
て
食
べ
て
も
ら
い
た

い
と
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
チ
ゴ
が
一
番
お
い
し
い

と
き
に
食
べ
て
ほ
し
い
と
「
完
熟
」

に
も
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、「
完
熟
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
お
早

目
に
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
」
と

収
穫
日
を
明
記
し
た
チ
ラ
シ
を
入
れ

て
販
売
と
配
送
し
て
い
ま
す
。

　
谷
嶋
さ
ん
は
「
有
機
肥
料
に
よ
る

自
然
の
恵
み
を
存
分
に
取
り
入
れ
て

栽
培
し
た
イ
チ
ゴ
で
す
。
ご
賞
味
い

た
だ
い
て
、
皆
さ
ん
が
笑
顔
に
な
れ

る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
谷
嶋
さ
ん
が
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て

栽
培
し
た「
完
熟
イ
チ
ゴ
」を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
イ
チ
ゴ
の
直
売
は
12
月
中
旬
〜
5

月
上
旬
ご
ろ
ま
で

　
谷
嶋
農
園
　
☎

0
9
0
（
8
7
4
2
）
2
7
9
1

問

農
政
課
農
政
班

内
線
3
2
5

2

　
今
回
は
平
塚
地
区
で
イ
チ
ゴ
の
栽

培
を
し
て
い
る
「
谷
嶋
農
園
」
を
紹

介
し
ま
す
。

　
谷
嶋
農
園
は
、
夫
婦
2
人
で
約
30

㌃
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
イ
チ
ゴ
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
直
売
や
通
信
販
売
に
合
わ
せ
て
、

4
月
上
旬
か
ら
5
月
上
旬
頃
ま
で

「
観
光
農
園
」
と
し
て
イ
チ
ゴ
狩
り

を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
谷
嶋
さ
ん
は
15
年
前
に
自
分
の
力

を
試
し
て
み
た
い
と
親
が
栽
培
し
て

い
る
農
作
物
と
は
違
う
「
イ
チ
ゴ
」

の
栽
培
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　
谷
嶋
さ
ん
は
、
国
の
法
律
に
基
づ

い
て
「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」
と
い
う

認
定
を
千
葉
県
か
ら
受
け
て
い
ま
す
。

　
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
堆
肥
で
土

づ
く
り
を
し
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の

低
減
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
農
作
物

の
栽
培
を
行
う
農
業
者
を
言
い
ま
す
。

　
谷
嶋
さ
ん
は
「
化
学
肥
料
で
は
土

が
壊
れ
て
イ
チ
ゴ
の
味
が
悪
く
な
っ

て
し
ま
う
」
と
言
い
、
有
機
肥
料
に

よ
る
土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、

堆
肥
に
馬ば
ふ
ん糞
と
も
み
殻
を
使
う
と
と

〜
土
づ
く
り
と
完
熟
イ
チ
ゴ
へ
の
こ
だ
わ
り
〜

谷
嶋
農
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見
!
白
井
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仕
事
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おいしい完熟イチゴを食べてみませんか

ビニールハウスでイチゴを収穫する谷嶋さん

を
開
催
し
ま
す
。

◆
キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
写
真
展

日
時
　
13
日
㈯
〜
19
日
㈮

午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

保
険
料
総
額
か
ら
一
定
額
が
割
り
引

か
れ
る

当
月
末
振
替
（
早
割
）

　
各
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
口

座
振
替
で
納
付
す
る
こ
と
で
、
月
額

50
円
が
割
り
引
か
れ
る

※
各
月
分
の
通
常
納
付
の
期
限
は
翌

月
末
で
す
。

口
座
振
替
申
し
込
み
方
法

　「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
申

出
書
」（
年
金
事
務
所
、
金
融
機
関
、

市
保
険
年
金
課
に
あ
り
ま
す
）
に
記

入
し
、
金
融
機
関
届
出
印
を
押
印
し

て
金
融
機
関
か
船
橋
年
金
事
務
所
へ

提
出

※
4
月
か
ら
口
座
振
替
を
希
望
す
る

人
は
、
2
月
29
日
㈪
ま
で
に
提
出
と

な
り
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
の
一

部
免
除
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
通

常
納
付
（
翌
月
末
の
口
座
振
替
）
の

み
で
す
。

問
　
船
橋
年
金
事
務
所
　
☎
0
4
7

（
4
2
4
）
8
8
1
1
、
市
保
険
年

金
課
保
険
年
金
班

内
線
3
1
7
5

口座振替の納付方法・振替期日・割引額
納付方法 口座振替期日 割引額

前納
制度

6カ月 4月末日と10月末日
（6カ月分）

1,060円（前期、後
期で計2,120円）

1年 4月末日（1年分） 3,920円
2年 4月末日（2年分） 15,360円

毎月納付 翌月末（1カ月分） なし
早割納付 当月末（1カ月分） 毎月50円

※平成27年度の保険料額による割引額です。

　市では、日常の家庭や仕事、地域などで大切な人間関係づくりに欠かせな
い自己表現について演劇の視点から学ぶ講座を開催します。
日時　27日㈯　午後2時30分～ 4時30分（受け付け　午後2時～）
場所　保健福祉センター
対象　市内在住・在勤者　20人（申し込み順）
保育　生後6カ月から就学前まで　10人（申し込み順）
参加費　無料

舞台女優から学ぶ自己表現

講師　女優　奥山眞佐子さん
【経歴】
　「おとなってなに？」をテーマに子どもの詩
を構成しての一人芝居に取り組み、「素敵なお
となを求めて」をテーマに樋口一葉を中心とし
た文芸作品の一人芝居、朗読ライブを公演
　平成26年放送のNHK朝の連続テレビ小説「花
子とアン」では、山梨ことば指導を担当
　平成11年に白井市事業で子どもたちを対象に
演劇指導を行ったことをきっかけに、全ての年
齢を対象とした朗読、演劇の指導

～人間関係づくりに欠かせない自己表現を学ぶ～

■申・■問　22日㈪までに住所、氏名、電話番号、（保育希望は15日㈪までに子ど
もの名前と年齢）を電話かファクス、またはEメールで企画政策課男女共同参
画室　内線3354・5、{kikaku-seisaku@city.shiroi.chiba.jpへ

コミュニケーション講座

　白井市に本社を置く
株式会社イシド(石戸珠算
学園)が、女性の能力を生
かし、女性社員の登用と
昇格に積極的に取り組ん
でいるとして、1月18日に
千葉県庁で「千葉県男女
共同参画推進事業所表彰
奨励賞」を受賞しました。

　誰もが働きやすい職場環境を目指し努力していること
が評価され表彰されました。

男女共同参画推進事業所表彰

株式会社イシドの沼田社長

　統計調査に尽力し、そ
の業績が優秀であると認
められたため、1月21日に
千葉市の青葉の森公園芸
術文化ホールで行われた
統計功労者表彰式で、有
延昌泰さん（清水口）が「千
葉県統計協会会長表彰」
を受賞しました。

統計功労者表彰

表彰された有延さん

表彰おめでとうございます

■問　企画政策課男女共同参画室　内線3354、情報管理
班内線3358・9

お知らせ　広報1月1日号6ページでお知らせしました「桜台学童保育所入所説明会」は2月14日㈰の午後1時に変更となりました。
■問　桜台学童保育所　☎（492）7388

36
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白
井
の
仕
事
人   

〜
医
療
と
健
康
の
未
来
を
見
据
え
て
75
年
〜

フ
ク
ダ
電
子
株
式
会
社

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
に
は
、

N
A
S
A
の
厳
格
な
審
査
を
ク
リ
ア

し
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お

い
て
24
時
間
心
電
図
を
記
録
で
き
る

「
防
水
型
ホ
ル
タ
心
電
計
」
を
用
い

た
医
学
実
験
を
し
、
宇
宙
飛
行
士
の

健
康
管
理
技
術
・
知
見
の
獲
得
に
貢

献
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
0
0
4
（
平
成
16
）
年

に
A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
用
が
一
般
市
民
に
認
め
ら
れ
、

市
内
の
公
共
施
設
へ
設
置
し
て
も
ら

い
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
い
た

い
た
め
市
へ
寄
附
す
る
な
ど
、
さ
ら

な
る
普
及
促
進
活
動
を
進
め
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
へ
の
ス
ポ
ン

サ
ー
や
千
葉
市
の
「
フ
ク
ダ
電
子
ア

リ
ー
ナ
」
な
ど
の
球
技
場
の
命
名
権

を
取
得
す
る
な
ど
、
さ
ら
に
医
療
施

設
か
ら
家
庭
ま
で
親
し
み
の
あ
る
企

業
と
な
る
た
め
、
医
療
の
発
展
に
挑

戦
し
続
け
る
フ
ク
ダ
電
子
株
式
会
社

に
、
今
後
も
注
目
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

内
線
3
2
4
3

　
今
回
は
、
白
井
工
業
団
地
に
あ
る

医
療
機
器
専
門
メ
ー
カ
ー
「
フ
ク
ダ

電
子
株
式
会
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
同
社
は
、
印
西
市
出
身
の
創
業
者

福
田
孝
さ
ん
が
、
国
産
初
の
心
電
計

（
心
電
図
を
測
る
電
子
機
器
）
の
開

発
に
携
わ
り
、
1
9
3
9
（
昭
和
14
）

年
に
東
京
の
湯
島
で
創
業
し
て
以
来
、

心
電
計
の
パ
イ
オ
ニ
ア
企
業
と
し
て

現
代
医
療
の
進
化
に
大
き
な
一
歩
を

記
し
て
き
ま
し
た
。

　
1
9
7
3
（
昭
和
48
）
年
に
は
白

井
工
業
団
地
の
西
側
（
第
一
工
業
団

地
）
に
白
井
事
業
所
を
建
設
し
ま
し

た
。

　
同
事
業
所
内
で
は
、
2
3
0
人
の

従
業
員
が
、
同
社
の
主
力
製
品
と
な

る
心
電
計
、
生
体
情
報
モ
ニ
タ
、
在

宅
酸
素
濃
縮
装
置
な
ど
年
間
5
0
0

機
種
を
製
造
し
、「
予
防
医
療
か
ら

在
宅
医
療
」
ま
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
医
療
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
な
お
、
敷
地
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
場
と
し
て

27

ご
み
処
理
・
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
見
学
会

　
皆
さ
ん
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た

ご
み
や
資
源
物
が
ど
の
よ
う
に
処
理

さ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
ご
み
、
資
源
物
の
分
別
方
法
や
リ

サ
イ
ク
ル
へ
の
関
心
を
よ
り
一
層
高

め
て
も
ら
う
た
め
、
処
理
施
設
の
見

学
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
22
日
㈪

午
後
1
時
15
分
〜

4
時
30
分

集
合
場
所
　
市
役
所
玄
関
前

見
学
場
所
　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
印
西
市
）、
㈱
佐
久
間
白
井

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
平
塚
）

対
象
　
市
内
在
住
一
般
　
25
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物

筆
記
用
具

申
・
問

　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
15
日

㈪
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
で
環
境
課

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
班

内
線

3
2
7
5
へ

【
印
西
地
区
環
境
整
備

事
業
組
合
】

　
組
合
で
は
、
事
業
を
円
滑
に
推
進

す
る
た
め
「
次
期
中
間
処
理
施
設
整

備
事
業
施
設
整
備
基
本
計
画
検
討
委

員
会
」
お
よ
び
「
次
期
中
間
処
理
施

設
整
備
事
業
地
域
振
興
策
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
2
つ
の
検
討
委
員
会
は
、
施
設
整

備
基
本
計
画
と
地
域
振
興
策
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査
・
審
議
す
る
組

合
の
附
属
機
関
で
、
5
月
24
日
に
第

一
回
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
議
で
は
、
管
理
者
か
ら
委
員

が
委
嘱
さ
れ
、
今
後
の
審
議
方
法
な

ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
議
資
料
や
会
議
録
、
会
議
日
程

な
ど
に
つ
い
て
は
、
印
西
地
区
環
境

整
備
事
業
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合

印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
次
期
施

設
推
進
班
　
☎
0
4
7
6
（
4
6
）

2
7
3
4

水
道
週
間

　
1
日
㈪
か
ら
7
日
㈰
ま
で
は
水
道

週
間
で
す
。

　
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
カ
ラ
カ

ラ
で
　
蛇
口
に
飛
び
込
む

僕
の

口
」
で
す
。

　
私
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
水
道

水
は
、
利
根
川
な
ど
か
ら
の
水
を
浄

化
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
真

夏
の
日
照
り
や
暑
さ
に
よ
り
、
水
の

需
要
が
増
加
す
る
季
節
で
す
。

　「
水
」
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。

私
た
ち
一
人
一
人
が
、
日
頃
か
ら
水

の
大
切
さ
を
考
え
、
節
水
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

問
　
上
下
水
道
課
業
務
班

内
線
3

4
5
7
〜
9

企
業
立
地
促
進
法
に
基

づ
く
基
本
計
画
を
策
定

　
千
葉
県
お
よ
び
白
井
市
を
含
む
県

北
東
部
の
22
市
町
で
は
、
企
業
立
地

促
進
法
に
基
づ
く
基
本
計
画
「
成
田

空
港
・
圏
央
道
沿
線
地
域
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
企
業
が
工
場
な
ど
の
立
地
や
事
業

の
高
度
化
を
行
う
際
に
、
税
制
上
の

特
例
措
置
や
日
本
政
策
金
融
公
庫
に

よ
る
超
低
利
融
資
な
ど
の
支
援
措
置

を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
計
画
の
詳
細
は
千
葉
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
成
田
空
港
・
圏
央
道
沿
線

地
域
基
本
計
画
」
で
確
認
で
き
ま
す
。

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

内

線
3
2
4
2

6
月
は
「
環
境
月
間
」
と

「
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
推
進
月
間
」
で
す

物
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
次
の
4

カ
所
に
環
境
学
習
用
の
看
板
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
身
近
な
自
然
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
七
次
川
調
整
池
東
側
（
池
で
見
ら

れ
る
野
鳥
）

●
神
々
廻
市
民
の
森
入
口
（
野
の
花

と
野
鳥
の
四
季
カ
レ
ン
ダ
ー
）

●
下
手
賀
沼
今
井
3
号
橋
脇
（
下
手

賀
沼
の
生
き
も
の
た
ち
）

●
南
山
公
園
（
南
山
公
園
で
見
ら
れ

る
野
鳥
）

問
　
環
境
課
環
境
保
全
・
放
射
線
対

策
班
　
内
線
3
2
7
2
・
3
・
6

◆
駐
停
車
中
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス

ト
ッ
プ

　
千
葉
県
環
境
保
全
条
例
で
は
、
自

動
車
の
運
転
者
に
、
駐
停
車
時
は
速

や
か
に
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
「
ア

イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
」
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
荷
物
の
積
み
降
ろ
し
や
駅
で
家
族

を
待
っ
て
い
る
時
な
ど
、
車
の
エ
ン

ジ
ン
を
掛
け
っ
放
し
に
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
小
ま
め
に
エ
ン
ジ
ン
を
停
止

す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
　
県
大
気
保
全
課
　
☎
0
4
3

（
2
2
3
）
3
8
1
0
、
市
環
境
課

環
境
保
全
・
放
射
線
対
策
班

内
線

3
2
7
2
・
3
・
6

動
物
の
正
し
い
飼
い
方

推
進
月
間

　
動
物
を
飼
う
際
は
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
適
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

●
動
物
を
飼
う
こ
と
の
で
き
る
環
境

で
あ
る
か
ど
う
か
、
責
任
を
持
っ
て

最
後
ま
で
飼
え
る
か
ど
う
か
、
飼
う

前
に
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う

●
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
動
物
を

選
ぶ
と
き
は
、
世
話
の
方
法
や
か
か

り
や
す
い
病
気
、
そ
の
動
物
の
習
性

や
特
徴
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

●
動
物
に
起
因
す
る
感
染
症
を
予
防

す
る
た
め
、
過
剰
な
触
れ
合
い
は
控

え
、
動
物
に
触
っ
た
ら
必
ず
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う

●
動
物
に
は
迷
子
札
や
マ
イ
ク
ロ
チ

ッ
プ
を
付
け
る
な
ど
し
て
、
飼
い
主

が
分
か
る
よ
う
に
し
、
飼
い
犬
に
は

併
せ
て
登
録
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
を
付
け
ま
し
ょ
う

●
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
犬
を
運
動
さ
せ
る
場
合
は
、

犬
を
制
止
で
き
る
人
が
短
い
引
き
綱

で
行
い
ま
し
ょ
う

●
動
物
の
ふ
ん
や
尿
は
、
飼
い
主
が

責
任
を
持
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う

　
犬
の
散
歩
と
ト
イ
レ
を
一
緒
に
考

え
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
が
、

ト
イ
レ
は
自
宅
で
行
う
よ
う
に
し
つ

け
る
こ
と
が
マ
ナ
ー
で
す

●
猫
は
屋
内
で
飼
う
こ
と
で
他
人
へ

の
迷
惑
を
防
止
で
き
、
病
気
や
交
通

事
故
な
ど
の
危
険
か
ら
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す

●
適
切
に
飼
う
こ
と
が
で
き
な
い
子

犬
や
子
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、

不
妊
や
去
勢
の
措
置
を
し
ま
し
ょ
う

●
や
む
を
得
な
い
事
情
で
動
物
を
ど

う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は

新
し
い
飼
い
主
を
探
し
、
見
つ
か
ら

な
い
場
合
は
絶
対
に
動
物
を
捨
て
ず

に
、
事
前
に
保
健
所
や
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

●
動
物
を
虐
待
し
た
り
、
捨
て
た
り

す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。
違
反
を
す

る
と
懲
役
や
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す

●
動
物
は
「
命
あ
る
も
の
」
で
す
。

人
と
動
物
の
共
生
に
配
慮
し
て
接
し

ま
し
ょ
う

環
境
月
間

　
私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
と
関
わ
り

の
深
い
「
環
境
」
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
出
か
け
た
ら
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰

る
、
動
植
物
を
傷
つ
け
な
い
、
家
庭

ご
み
や
生
活
排
水
の
行
方
、
リ
サ
イ

ク
ル
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ

な
ど
、
一
人
一
人
が
生
活
の
習
慣
を

見
直
し
、
環
境
に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
目
指
し
て
、
で
き
る
こ
と

か
ら
実
行
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
廃
食
油
の
回
収

　
廃
食
油
（
家
庭
で
使
用
し
た
植
物

性
油
）
を
、
そ
の
ま
ま
捨
て
て
し
ま

う
と
河
川
の
汚
濁
や
土
壌
の
汚
染
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
廃
食
油
を
回
収
し
て
い

ま
す
の
で
、
回
収
場
所
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

【
回
収
場
所
】

　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
、
冨
士
セ
ン
タ
ー
、
公
民

セ
ン
タ
ー
、
桜
台
セ
ン
タ
ー
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
清
水
口
保
育
園
、
南
山

保
育
園
、
桜
台
保
育
園

【
廃
食
油
の
出
し
方
】

●
天
ぷ
ら
カ
ス
な
ど
は
で
き
る
だ
け

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い

●
各
回
収
場
所
に
置
い
て
あ
る
専
用

容
器
に
移
し
入
れ
て
く
だ
さ
い

●
持
参
し
た
容
器
は
持
ち
帰
っ
て
く

だ
さ
い

●
動
物
性
油
や
機
械
油
は
回
収
で
き

ま
せ
ん

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
4
・
5

◆
環
境
学
習
用
看
板
の
設
置

市
で
は
、
地
域
に
生
息
す
る
動
植

　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は

「
犬
の
正
し
い
飼
い
方
・
し
つ
け
方

教
室
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
動
物
愛
護
や
犬
・
猫
の
正

し
い
飼
い
方
、
犬
の
し
つ
け
、
動
物

由
来
感
染
症
な
ど
に
関
し
て
、
学
校

の
授
業
や
勉
強
会
な
ど
に
無
料
で
講

師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

問
　
印
旛
保
健
所
　
☎
0
4
3
（
4

8
3
）
1
1
3
7
、
県
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
　
☎
0
4
7
6
（
9
3
）

5
7
1
1
、
㈶
千
葉
県
動
物
保
護

管
理
協
会
　
☎
0
4
3
（
2
1
4
）

7
8
1
4
、
市
環
境
課
環
境
保
全
・

放
射
線
対
策
班

内
線
3
2
7
6
・

3
2
8
8

環
境
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施

　
市
は
、
市
の
環
境
行
政
の
基
礎
で

あ
る
「
白
井
市
第
2
次
環
境
基
本
計

画
」（
平
成
24
〜
32
年
度
）
の
中
間

見
直
し
を
今
年
度
に
予
定
し
て
い
ま

す
。
見
直
し
の
基
礎
資
料
と
す
る
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
環
境
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

対
象
　
市
民
お
よ
び
市
内
事
業
者

内
容
　
市
の
環
境
に
つ
い
て
の
満
足

度
や
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
状
況

な
ど

回
答
方
法 

21
日
㈰
ま
で
に
、
市
役

所
環
境
課
、
図
書
館
、
各
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
記
入
の

上
、
回
収
箱
に
投
か
ん
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
参
加
の
ア
ン

ケ
ー
ト
」
か
ら
回
答

※
集
計
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
表
し
ま
す
。

問
　
環
境
課
環
境
保
全
・
放
射
線
対

策
班

内
線
3
2
8
7

フクダ電子(株)の敷地内の風景

工場内での作業の様子

37

U1511130
長方形

U1511130
楕円
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を
持
ち
ま
し
た
。

　
市
内
の
ま
つ
り
で
は
、
野
菜
の

直
売
や
食
べ
物
の
販
売
が
ほ
と
ん

ど
だ
っ
た
た
め
、
取
り
扱
っ
て
い

る
商
品
を
販
売
す
れ
ば
市
民
の
役

に
も
立
ち
、
地
域
の
盛
り
上
げ
に

も
一
役
買
え
る
と
考
え
、
積
極
的

に
出
店
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
幅
広

い
年
代
の
お
客
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
、
来
店
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
安
心
・
安
全

を
売
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
地
域
に

根
差
し
た
事
業
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
寅
年
生
ま
れ
で
、「
寅
さ
ん
」

が
好
き
な
川
鍋
さ
ん
は
自
称
「
白

井
の
寅
さ
ん
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

長
年
の
営
業
の
経
験
か
ら
、
寅
さ

ん
の
よ
う
に
明
朗
快
活
で
あ
り
、

ま
さ
に
寅
さ
ん
の
よ
う
な
人
で
す
。

市
内
の
ま
つ
り
で
見
か
け
た
ら
気

軽
に
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も「
白
井
の
寅
さ
ん
」

の
熱
意
に
注
目
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

内
線
3
2
4
1

　
今
回
は
、
堀
込
に
あ
る
「
I
T

ー
N
a
b
e
n
e
t
」
を
紹
介
し

ま
す
。

　
I
T
ー
N
a
b
e
n
e
t
は
、

缶
バ
ッ
ジ
や
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
ソ
ー

ラ
ー
L
E
D
ラ
イ
ト
の
名
入
れ
印

刷
や
防
災
グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
代
表
の
川
鍋
さ
ん
は
、
O
A
機

器
商
社
の
法
人
営
業
な
ど
を
長
年

担
当
し
た
後
に
独
立
し
、
現
在
の

事
業
を
立
ち
上
げ
、
今
年
で
4
年

目
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
幅
広
い
人
脈
を
活

用
し
販
路
を
開
拓
し
て
い
る
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
や
七
福
神
ま
つ

り
、
産
業
ま
つ
り
な
ど
市
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
ま
つ
り
に
も
出
店
し
、

市
内
事
業
者
か
ら
の
受
注
や
連
携

も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
川
鍋
さ
ん
は
、
法
人
向
け
営
業

か
ら
今
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を

「
取
り
引
き
先
だ
っ
た
人
か
ら
、

学
校
の
教
材
販
売
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
出
店
を
頼
ま
れ
て
い
る

う
ち
に
、
対
面
販
売
や
現
在
取
り

扱
っ
て
い
る
商
品
の
販
売
に
興
味

発
見
!
白
井
の
仕
事
人
❼

〜
白
井
の
「
寅
さ
ん
」
を
目
指
し
て
〜

I
T
‐
N
a
b
e
n
e
t

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
8
月
30
日
か
ら
9

月
6
日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
検

査
を
実
施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目

に
お
い
て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
実
施
分
　
マ
ク
ワ
ウ
リ
、
サ
ン
ト

ン
サ
イ
、
サ
ト
イ
モ
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、

カ
ボ
チ
ャ

県
実
施
分
　
コ
メ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
市
が
所
有
す
る
検
出

器
で
の
測
定
下
限
値
は
、
セ
シ
ウ
ム

1
3
4
・
1
3
7
の
合
計
値
で
23

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。
測
定

下
限
値
は
、
検
査
容
器
の
容
量
・
密

度
な
ど
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

　
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
は
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班

内
線
3
2
5

1
〜
4

資
源
循
環
型
社
会
を
目

指
し
3
R
で
ご
み
を
減

ら
そ
う
！

　
10
月
は
3
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）

推
進
月
間
で
す
。

　
3
Ｒ
と
は
「
ご
み
を
減
ら
す
（
Ｒ

ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
・
リ
デ
ュ
ー
ス
）」「
繰

り
返
し
使
う（
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
・
リ
ユ
ー

ス
）」「
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る（
Ｒ

ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
・
リ
サ
イ
ク
ル
）」

と
い
う
3
つ
の
取
り
組
み
を
表
し
た

も
の
で
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
利
用
し
、

も
の
を
大
切
に
す
る
「
3
Ｒ
」
の
取

り
組
み
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班

内
線
3
2
7
4
・
5
・
8

秋
の
ご
み
ゼ
ロ
運
動

〜
み
ん
な
で
ま
ち
を

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
〜

　
市
で
は
「
ご
み
ゼ
ロ
運
動
」
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
主
要

道
路
お
よ
び
各
地
区
内
道
路
周
辺
な

ど
の
清
掃
活
動
に
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
詳
し
い
実
施
内
容
は
、
各
自
治
会

長
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時
　
27
日
㈰
　
午
前
8
時
〜
10
時

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班

内
線
3
2
7
4
・
5
・
8

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
市
で
は
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
品

物
の
有
効
利
用
を
促
進
し
、
ご
み
を

増
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
リ

サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
　
27
日
㈰
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
3
時
（
雨
天
中
止
）

場
所
　
市
役
所
駐
車
場

【
出
店
者
募
集
】

　
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店

者
を
募
集
し
ま
す
。

※
友
達
な
ど
と
近
い
場
所
で
の
出
店

を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
し
込
み
時

に
そ
の
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

募
集
店
舗
　
1
0
0
店
舗
（
応
募
者

多
数
の
場
合
や
店
舗
の
位
置
は
抽
選
）

※
結
果
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

出
店
条
件
　
市
内
在
住
者
で
販
売
を

仕
事
と
し
て
い
な
い
人

販
売
で
き
な
い
も
の
　
飲
食
物
、
ペ

ッ
ト
、
法
律
で
販
売
な
ど
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
物

出
店
料

無
料

申
・
問

　
往
復
は
が
き
に
「
リ
サ
イ

ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
希
望
」、
郵

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　
浄
化
槽
の
日
は
、
浄
化
槽
法
が
昭

和
60
年
10
月
1
日
に
全
面
施
行
さ
れ

た
の
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の
薦
め

　
私
た
ち
は
生
活
の
中
で
ト
イ
レ
や

台
所
、
風
呂
な
ど
か
ら
多
く
の
水
を

排
水
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は

一
人
一
日
当
た
り
約
40
㌘
の
汚
れ

（
水
質
汚
濁
物
質
）
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
汚
れ
の
9

割
以
上
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
、

下
水
道
の
終
末
処
理
場
で
処
理
し
た

水
と
変
わ
ら
な
い
き
れ
い
な
水
に
し

て
排
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
単
独
処
理
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の
水

し
か
処
理
で
き
ず
、
処
理
能
力
が
低

い
た
め
、
汚
れ
を
2
割
程
度
し
か
取

り
除
け
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
多
く
の

汚
れ
を
そ
の
ま
ま
河
川
に
流
し
て
し

ま
い
、
手
賀
沼
や
印
旛
沼
の
水
質
汚

濁
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
13
年
度
か
ら
単
独
処
理
浄
化

槽
を
新
規
に
設
置
す
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
単
独
処
理
浄
化
槽

か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替

え
が
全
国
的
に
促
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
に
お
い
て
も
、
補
助
金
制
度
を

設
け
て
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を

促
進
し
て
い
ま
す
。

◆
浄
化
槽
は
日
ご
ろ
の
管
理
が
肝
心

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
「
個
人
用
下

水
処
理
場
」
と
言
え
る
ほ
ど
の
能
力

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
能
力
を
十
分

に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
日
ご
ろ
の

適
切
な
維
持
管
理
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
浄
化
槽
法
で
は
浄
化
槽
の
定
期
的

な
維
持
管
理
や
清
掃
、
排
水
の
水
質

検
査
を
行
う
よ
う
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

◆
適
正
な
維
持
管
理
方
法
と
は

　
代
表
的
な
家
庭
用
の
合
併
処
理
浄

化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
方
法
は
、

機
種
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
が
、
代
表
的
な
維
持
管
理
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
3
・
4
カ
月
に
1
回
、
保
守
点
検

を
実
施

●
年
に
1
回
、
浄
化
槽
の
清
掃
と
浄

化
槽
排
水
の
水
質
検
査
実
施

問
　
上
下
水
道
課
業
務
班

内
線
3

4
5
7
・
8

み
ん
な
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

自
治
連
合
会
小
学
校
区
支
部
事
業

　
市
で
は
、
市
内
の
全
自
治
会
等
長

で
構
成
し
て
い
る
白
井
市
自
治
連
合

会
と
連
携
し
な
が
ら
、
小
学
校
区
単

位
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
や
自
治

会
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
各
種
団

体
、
事
業
者
な
ど
が
連
携
を
強
化
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
課
題
解
決
や
災

害
時
な
ど
に
各
小
学
校
区
で
助
け
合

え
る
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
、
小
学
校
区
支
部
ご
と
に
自

主
的
な
活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

各
小
学
校
区
の
在
住
者
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
の
で
、
自
治
会
に
加
入
し

て
い
な
い
人
も
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
現
在
、
3
つ
の
小
学
校
区
で
左
表

の
と
お
り
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
対
象
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人

で
詳
細
を
知
り
た
い
人
は
、
直
接
各

小
学
校
区
の
問
い
合
わ
せ
先
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
参
加
す
る
人
は
、
当
日
上
履
き
と

靴
入
れ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班

内
線
3
1
5
1
・
2

各小学校区の事業概要

小学校区 白井第二小学校区支部
大山口
小学校区支部

七次台
小学校区支部

日程 10月27日㈰ 10月6日㈰ 10月27日㈰
時間 13：00 ～ 16：00 14：00 ～ 16：00 10：00 ～ 12：30

場所 白井第二小学校
体育館

大山口小学校
体育館

七次台小学校
体育館

内容

【防災講習会】
防災に関する
講演・防災マッ
プ作成体験
防災倉庫の確認

【防災訓練】
避 難 所 運 営
ゲーム（HUG）

【防災講演会・
救命講習会】
防災倉庫の確認
非常食の炊き
出し・配布

対象者
白井第二小学
校区在住者　
100人（先着順）

大山口小学校
区在住者
140人（先着順）

七次台小学校
区在住者
150人（先着順）

問い合
わせ先

宇賀
☎（491）1843

竹内
☎（491）1273

加藤
☎（440）8809

※大山口小学校区支部の事業については、当日他の事業
があるため、駐車場は使えません。

上下水道事業審議会委員を
募集します

　市では、水道・公共下水道事業の運営や水
道料金、公共下水道使用料その他負担金など
について調査・審議する委員を募集します。
対象　平日の会議に出席できる市内在住・在
勤者で、満20歳以上の人　3人
※応募者多数の場合、選考基準により選考し
ます。
任期　委嘱日から2年
報酬　会議1回　6,600円
※会議の開催は年2回程度の予定です。
■申・■問　所定の申込書（上下水道課、各セ
ンターにあります）に必要事項を記入の上、
11日㈮（必着）までに郵送か直接上下水道
課業務班　内線3457へ

10
月
1
日
は

「
浄
化
槽
の
日
」
で
す

避難所運営ゲーム（H
ハ グ

UG）の様子

取扱商品の一部

自称「白井の寅さん」
こと川鍋さん

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
出
店
品
目
を
記
入

の
上
、
15
日
㈫
（
必
着
）
ま
で
に
郵

送
で
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
4
・
5
・
8
へ

※
未
記
入
の
は
が
き
を
直
接
環
境
課

へ
持
参
し
て
申
し
込
む
こ
と
も
で
き

ま
す
。
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◆
意
見
を
募
集
◆

白
井
市
汚
水
適
正
処
理

構
想
の
見
直
し
（
案
）

　
市
で
は
、
汚
水
適
正
処
理
構
想
の

見
直
し
を
す
る
に
当
た
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
今
回
の
見
直
し
は
、
今
後
の
汚
水

処
理
施
設
未
整
備
区
域
の
早
期
解
消

と
と
も
に
、
整
備
済
み
の
汚
水
処
理

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
改
築
・
更
新

対
策
が
重
要
な
課
題
と
な
る
こ
と
か

ら
、
よ
り
効
率
的
な
汚
水
処
理
施
設

の
整
備
・
管
理
を
適
切
な
役
割
分
担

の
も
と
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
た

め
に
行
う
も
の
で
す
。

　
本
案
は
、
上
下
水
道
課
、
市
役
所

1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
、
図
書
館
、
各
セ
ン
タ
ー

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

人口　63,072人（＋ 25）
男　　31,547人（＋  6）
女　　31,525人（＋ 19）
世帯　24,679戸（＋ 32）
※9月末日現在。
（　）内は前月比。

■市の財政事情……………………………2
■課税課・成田税務署・県税事務所からの
お知らせ……………………………………3
■保険年金課からのお知らせ……………3
■各パブリックコメントの結果…………5
■子育て支援施設からのお知らせ………5
■保健師非常勤職員を募集………………7
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平成 27年
（2015 年）

ダンスフェスティバルVOL.14
日時　22日㈰　午後1時～
会場　文化会館なし坊ホール
出演団体　フラサークル・キエレ（フラ）、MＪＳ（ジャズ）、Ｋ’Ｓジャ
ズダンスグループ（ジャズ）、コパン・ド・ダンセ（キッズ）、白井ジャ
ズダンスクラブ　レオタード（ジャズ）、アロアロ（フラ）、RED HOT（ヒッ
プホップ）、Mimi Fille（ジャズヒップホップ）、プティ・リトルバレエ（バ
レエ）、アロハ　フラ　ナニ（フラ）、タッキー（ジャズヒップホップ）

芸能祭
日時　3日㈷　午後0時30分～
会場　文化会館なし坊ホール
出演団体　白井吟詠会（詩吟）、岳丈吟詠会（詩吟）、栄風会（詩吟）、
黎明吟詠会（詩吟）、松謡会（民謡）、寿仙会（舞踊）、秀麗会（舞踊）、
北総会（舞踊）、櫻蕉会（舞踊）、葵会（舞踊）、小笠原会（舞踊）、都の
会（舞踊）、竹鳳会（舞踊）、英語劇教室（演劇）、楽しい演劇塾（演劇）

第29回市民音楽祭
日時　7日㈯　午前11時～・8日㈰　午前10時15分～
会場　文化会館なし坊ホール
出演団体（出演順）
【7日】　北総リードアンサンブル（ハーモニカアンサンブル）、箏遊会（箏
曲）、池の上小学校吹奏楽部（吹奏楽）、伝統文化交流協会（箏曲）、千
葉ニュータウン・フィルハーモニー・オーケストラ（合奏）、白井サン
ライズ合唱団（男声合唱）、ハミングウェーブ（女声合唱）、ウクレレサー
クルエルア（ウクレレ）、THE　EGG(エレキバンド）
【8日】　千葉ニュータウンシニアアンサンブル「ノービレ」（器楽合奏）、
絃の会（箏曲）、小倉台小学校伝統文化クラブ（箏曲）、コーラルリーフ
（女声合唱）、白井ウクレレサークルアパパネ（ウクレレ）、SINCS（独
唱）、虹（合唱）、むつみ会コーラス部（混声合唱）、コーラス『アムー
ル』（混声合唱）、コール・アミ（女声合唱）、おたまじゃくし（女声合唱）、
M.I.N.（混声合唱）、グリーンホッパーズ（混声アンサンブル）、おやじっ
てブラボー合唱団（男声合唱）、響（女声合唱）、白井少年少女合唱団（合
唱）、千葉ニュータウン混声合唱団（混声合唱）、スウィング・ホワイト・
ジャズ・オーケストラ（スウィング・ジャズ）

昨年の「小学校児童作品展示」の様子

市 民 文 化 祭
　市民文化祭が10月30日㈮から始まりました。一般展示部門
を皮切りに11月22日㈰のダンスフェスティバルまで、作品の
展示や舞台の発表など多彩な催しが繰り広げられます。
　文化センターを主会場に開催していますので、友達や家族
と一緒に見学したり、催し物に参加してみませんか。
　日程や催しの詳細については下表のとおりです。
※将棋大会は西白井複合センターで、囲碁大会は冨士センター
で行います。
　11月2日㈪、9日㈪、10日㈫は文化センターが休館のため、
展示の見学はできません。
█　文化課文化班　☎（492）1123

～芸術・文化活動の成果を発表～

問

市民文化祭展示大会部門　日程表
部門 展示会など 日程 会場 開催時間

一
般
の
作
品
展
示
な
ど

写真

10月30日㈮～
11月3日㈷

文化センター
2階かおりホール 9:00 ～ 17:00

（最終日は
15:00まで）

陶芸
手工芸
俳句
短歌
編物
絵画

盆栽・山野草 10月31日㈯～
11月3日㈷

文化センター
駐車場・2階研修室

華道 10月31日㈯～
11月1日㈰

文化センター
2階研修室 10:00 ～ 17:00

菊花 11月1日㈰～
3日㈷

文化センター
駐車場 9:00 ～ 15:00

催
し
物

昼間の星を見る会
11月3日㈷

文化センター
正面玄関前
（悪天候時中止）

11:30 ～ 13:30

アマチュア無線 文化センター
2階ホール 10:00 ～ 15:00

お茶席 11月1日㈰ 文化センター
2階和室 11:00 ～ 15:00

一般将棋大会 10月31日㈯ 西白井複合センター
2階作法室

9:30 ～ 13:00

小学生将棋大会 11月1日㈰ 9:30 ～ 17:00

囲碁大会 10月31日㈯ 冨士センター
1階休養室 9:00 ～ 17:00

学
校
部
門
展
示

幼稚園児作品 11月5日㈭～
11日㈬

文化センター
3階郷土資料館・ギ
ャラリー

9:00 ～ 17:00
（ 最終日の幼
稚園児作品は
15:00まで、そ
のほかは16:00
まで）

小･中学校児童生徒
作品 11月6日㈮～

11日㈬

文化センター
2階研修室・かおり
ホール

キャンパスピ市の
子どもたちの絵

文化センター
2階研修室

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
構
想
見
直

し
に
当
た
っ
て
の
参
考
と
し
、
結
果

に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
公
表
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
、
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法

人
や
団
体

応
募
期
間
　
5
日
㈭
〜
18
日
㈬

提
出
方
法
　
18
日
㈬
ま
で
に
所
定
の

用
紙（
上
下
水
道
課
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
各
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
図
書
館
や

各
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
あ
る
「
意

見
回
収
箱
」
に
投
函
す
る
か
、
郵

送
（
当
日
消
印
有
効
）、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
、
ま
た
は
直
接
上
下
水
道
課

計
画
建
設
班
へ

申
・
問

　
上
下
水
道
課
計
画
建
設
班

内
線
3
4
5
2
、

（
4
9
2
）
6

3
7
7
、

jou
g
e-k
eik
ak
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
す

　
平
成
28
年
1
月
1
日
か
ら
、
下
水

道
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
下
水
道
使
用
開
始
な
ど
の
届
出
後

の
不
正
な
使
用
態
様
の
変
更
を
防
止

す
る
観
点
か
ら
、
使
用
開
始
後
に
、

水
道
水
の
排
除
に
加
え
て
水
道
水
以

外
の
水
（
井
戸
水
な
ど
）
を
排
除
す

る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
水
道
水
以
外

の
水
を
使
用
す
る
た
め
、
設
備
に
変

更
や
そ
の
他
の
使
用
料
の
算
定
の
基

礎
に
異
動
を
生
じ
さ
せ
る
使
用
の
態

様
の
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
市
へ

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
届
け
出
に
お
い
て
、
不
実
の
記
載

を
提
出
し
た
人
に
対
し
て
5
万
円
以

下
の
過
料
の
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
、
公
共
下
水
道
使

用
（
変
更
）
届
け
出
の
提
出
が
必
要

と
な
る
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
井
戸
を
廃
止
し
て
上
水
道
に
切
り

替
え
る
と
き
や
新
た
に
井
戸
を
追
加

し
た
と
き
な
ど
、
使
用
水
や
設
備
が

変
わ
っ
た
と
き

②
世
帯
人
数
で
下
水
道
使
用
料
を
算

出
し
て
い
る
井
戸
を
使
用
し
て
い
る

人
で
、
世
帯
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た

と
き

　
次
の
場
合
は
、
以
前
か
ら
公
共
下

水
道
使
用
（
開
始
・
休
止
・
廃
止
・

再
開
・
変
更
）
届
け
出
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
転
入
・
転
出
・
転
居
の
と
き

②
使
用
者
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

③
長
期
不
在
な
ど
で
一
時
休
止
、
ま

た
は
再
開
す
る
と
き

※
新
た
に
井
戸
な
ど
を
設
置
し
、
公

共
下
水
道
に
排
水
を
予
定
し
て
い
る

人
は
、
量
水
器
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

事
前
に
上
下
水
道
課
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
　
上
下
水
道
課
業
務
班
　
内
線

3
4
5
7
〜
9
、
第
一
環
境
㈱
白

井
営
業
所
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎

0
5
7
0
（
0
6
4
）
9
9
0
、
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
で
き
な
い
場
合
は

☎
（
4
9
1
）
5
2
6
5

テレビで「しろい」が紹介されます
◆ＮＨＫ・BSプレミアム　「出張！お笑いエンジェル」　放送予定日　11月6日㈮　午前11時45分～ 11時55分
◆チバテレビ　「おじゃまします！市町村街かどクイズ」　放送予定日　11月6日㈮　午後10時～ 10時15分

※日程は変更になる場合があります
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